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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ｉＰａｄ（登録商標）、ｉＰｈｏｎｅ（登録商
標）等のタブレット携帯端末の高精度な色数値化と逆検
索可能な総合色システムを提供する。
【解決手段】スペクトル色をも包括するあらゆる光と色
のきわめて広い色度域において、無段階方式のｘｙＹ、
ＨＶ／Ｃ、Ｌａｂ各入力モードを使い分け、また離れた
位置にある被測定色の比色を可能にする比色用ホルダー
、人工光源にて厳密な等色を可能にするライトボックス
の併用等により、きわめて高精度な色数値化と逆検索に
よるあらゆる色記号の厳密な目視化を、しかも視感なが
ら客観検証可能とし、更に色覚までを検証可能にする、
これまでにない、数値が合えば色が合い、色が合えば数
値も合う総合色システムを構築する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スマホ、タブレット等にＣＩＥ　ＸＹＺ表色系の色計算法により、ＣＭＹ混合色をはじ
め無数のデジタル色標準をモニタ画面に発色させ、該色標準と任意の被測定色と視感等色
して光色および物体色の三刺激値（ＸＹＺ）、色度（ｘ、ｙ）値等を検出可能にする視感
（目視）色判定法において、ＣＭＹ段階入力モード以外に、無段階的に変化可能にしたＣ
ＭＹＮ入力モードおよびｘｙＹモード、Ｌａｂモード、ＨＶ／Ｃモード等の入力と色温度
ｋ値を自動表示可能とするとともに、
１）該スマホ端末（以下スマホ）を装着した比色用ホルダーの比色マスクの一方に該スマ
ホのデジタル色標準発色部を発色させ、他方の孔に物体色光を入射させ、入射する光源色
光の場合はホルダー後部の無彩色濃度フィルターを有する光拡散部材で光量調節をおこな
って両者を比色することにより、
２）人工光測定では、携帯可能な色判定用ライトボックス内の中皿（中蓋）にＤ６５等の
色評価用蛍光灯（ランプ）等をもたらし、使用時に該中皿を本体の蓋部（ケースカバー）
に装着固定し、ランプが原稿台の被測色部を約４５度の角度で照明した状態で、上方から
目視判定とその等色状態、スマホ表示数値をもう一台のスマホカメラで記録可能にするこ
とによって、
３）該ライトボックスの原稿台上にランプ光を反射させる白色反射板と半透明の透過原稿
保持板の組み合わせになる透過原稿ユニットを用いて反射色を照明するのと同一の照明ラ
ンプにより透過色の判定を可能にすることによって、
４）反射色測定時に本体較正（キャリブレーション）を容易また厳密におこなうためにモ
ニタ発色部の明るさを、測色数値部のデータを変化させることなくプラスマイナスボタン
で厳密調整可能にすることにより、
　これまで視感判定が困難もしくは不能であった高彩度色を含むあらゆる光と色の色情報
を視感とカメラ判定でより厳密に色数値化し、逆検索による任意色数値（色記号）のより
厳密な目視化（視覚化、顕色化、色彩化）により、数値が正しい色を示しているかどうか
、その正誤等を、視感判定ととにカメラによる客観判定で検証可能にすることを特徴とし
た、視感色数値化と色記号の視感色検証を可能にする総合色システム。

【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透過色を含む物体色のすべて、また空間色等、および光源色、更に混色法、
また眼の色覚にいたる、ほとんどの色問題について、視感によりＣＩＥ　ＸＹＺ値、ｘｙ
Ｙ値、主波長λ、刺戟純度ｐ、Ｌａｂ値、ＨＶ／Ｃ値、ＲＧＢ値等の厳密な色数値化と、
逆検索を可能として色記号を厳密に視覚化（目視化、顕色化）し、測定された色数値が正
しいかどうかなど、種々の色問題を緻密に検証可能にする総合デジタル色システム（表色
法）に関わる。
【背景技術】
【０００２】
　これまでの表色法の代表的なものとしては、マンセル表色系とＣＩＥ表色系（ＸＹＺ系
等）がありＪＩＳにも規定されているが、それらが解決可能な問題の範囲は驚くほど限定
されていている。現状で視感色数値化が可能になるのは反射色に限りしかも色数は、マン
セル表色系色票の数、２千数百色でしかなく、ほとんどは推測値とならざるを得ない。よ
い例は、慣用色名としてＪＩＳの表示色の９０％以上は、標準色票にはない。
　つまりは、厳密な色の数値化はできないということであり、透過色も多いのだが、透過
色についての視覚色標準はいまにだない。
【０００３】
　一方のＣＩＥ表色法は、分光式また光電色彩計により色の数値化はできるが、逆検索で
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その色を視覚化する方法が無に等しいから、色を目で確認できない。また光源色について
は色温度計（カラーメーター）があるが、これもその数値を検証するすべがないから、す
べてのこれまでの測色計器の測定数値（色記号）が正しいかどうかは確認ができない。
　つまり、数値化はできても、色記号を目視化して検証できないために、分光色彩計光、
電色彩計で得たＸＹＺ、ｘｙＹ、Ｌａｂ、ＨＶ／Ｃ等の測定数値は、正しいかどうかの検
証されることなく色数値だけが一人歩きしている現状はきわめてあやふやな状態にある。
つまりは、二つのＪＩＳ表色法があるとはいえ、それらは有効に機能していないというこ
とができ、結局は、よく考えるまでもなく、目視による視感色数値化法と逆検索に相当す
る数値色検索、および測色値の自在な視感と数値による目視検証ができない、ということ
に根本原因があるということにほかならない。
【先行技術文献】
【０００４】
　同一出願人は、透過色だけでなく反射色もつくり計測できる減法三原色のＣＭＹフィル
ターによるＣＭＹ色体系を「ＣＣフィルター使用の新しいカラーシステム」（参考文献：
写真工業／７月号／１９７５年。新版写真技術ハンドブック（ＣＣフィルターによる色の
取り扱い法／Ｐ．４１／ダヴィッド社）を提唱し、これを更にコンピュータカラーシステ
ム（特許第３２２５２９７号）として発展させ、はじめて三原色に対応した色の加減算が
できるＣＭＹ混色系カラーシステムとして上記問題点の多くを改革し色彩学と色彩術を進
化発展させた。
【０００５】
　そしてこれを、更にスマホタブレット端末による＜ＣＩＥデジタル色標準＞（特願２０
１３－８６９３５　タブレット端末によるＣＭＹデジタル色標準システム）によって手軽
に上記色問題を根本的に解決可能にしたとはいえ、その光源および物体色の色評価、色数
値化には実際的に種々の問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　１）本発明になるＣＭＹフィルターモードのボタンのみをもつ上記プロトタイプ（特願
２０１３－８６９３５）では、各ＣＭＹ濃度段階の中間値の検証ができず、扱える色範囲
、機能が限定され、逆検索も色数が限定され、厳密、緻密な数値化と色検証が困難であっ
た。
【０００７】
　２）キャリブレーション（較正）
　反射色測定では、モニタ本体の発色部の明るさＹ値を照明光の明るさに応じ、標準無彩
色のＹ値と等しくなるよう調整（較正、キャリブレーション）する必要があり、例えば２
０％の無彩色を発色部１に隣接させたときは、モニタ発色部のＹ値を２０％に設定しなけ
ればならないが、これまではその本体設定に何度もモニタ画面のウインドの切り換えが必
要で、それが容易ではなかった。つまり、確実な較正をおこなうことに問題があり、確実
な較正ができないかぎり厳密測定値の検出も確実な色記号検証もおこなえない。
　３）光源色判定
　光源色判定では、光源からの入射光を無彩色で反射させ、その反射光と等色させて色度
ｘｙ値を求めればよいとはいえ、強烈な太陽直射光や明るい人工光はモニタ発色に比して
明る過ぎるために比色ができず、そして日の出、夕日など、水平方向からくる光の判定が
きわめて困難という問題があった。
【０００８】
　４）色温度判定
　これまでのプロトタイプでの光色判定では、厳密な色温度を得るには無彩色と等色させ
たときのモニタのｘｙ値を読み取って、そのｘｙ値をＯＰボタンで色温度判定グラフを呼
び出して色温度数値を求めなければならず、眼で読み取るために厳密数値を得ることが困
難であった。また色温度軌跡からズレた場合の検出が面倒で手間がかかり、厳密数値の検
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出ができなかった。
【０００９】
　５）物体色判定
　５－１）従来法では、測定する反射色試料はモニタ発色（デジタル色標準）部に隣接さ
せねばならず、たとえば通常の物体各部、展覧会場の展示作品、教会のステンドグラス、
その他壁面、といった離れた位置にあって近接判定ができない場合の比、色測色は、色判
定では周辺の色とその明るさによって色対比、明暗対比が生じて正しい判定ができないと
いう問題があった。
　５－２）厳密測定では、ＪＩＳに定められた演色性のよい標準光源を用い、４５度の角
度で試料を照射し、表面反射光が生じない真上方向から目視判定し、等色状態をカメラ撮
影することが必要条件となる。
【００１０】
　しかし、実際的には、光源を一定の角度で照射して一定の位置でキャリブレーションを
おこない目視して測定し撮影をおこなうということは、一般人には極めて困難な操作とな
る。自然光はその都度、色質が異なり不安定であるから、厳密測定には人工光照明が不可
欠であるとともに、その場合の試料の明るさは、ランプとの距離の自乗に反比例するので
、ごく僅かな位置の相違で明るさ（Ｙ，Ｌ，Ｖ等）が相違することになるために、これま
では安定した視感測色が誰にも容易確実におこなうことなどはできないという大きな問題
があった。
【００１１】
　５－３）カメラ撮影については、ここで得られる＜デジタル標準＞では得られる数値は
ＸＹＺ、ｘｙｚ、Ｌａｂ、ＨＶ／Ｃ、色温度Ｋ、ＲＧＢ値、ＣＭＹ値とほぼ色記号すべて
を網羅して多数あるそのデータ記録と、カメラによる客観記録が極めて重要になるが、そ
の視感判定とその撮影は誰にでも容易、確実にできないという問題があった。
【００１２】
　６）透過色判定
　また、モニタ白色部で発色部と隣接して比色できない透過色試料も多い。プラスチック
などの透過物体、またカラースライドフィルム原稿などを判定することも必要になるが、
それも容易ではなかった。つまりそれは、容易安価、合理的な色評価と測色、そしてその
状態を容易確実に撮影記録もできる適切な色評価測色装置が不可欠になるということであ
る。
【００１３】
　７）混色問題
　減法混色法の普及の立ち遅れが原因で、絵の具の黄色と青を混ぜれば緑が得られるとい
ったような色名扱いでは色問題は何ら解決できず、同一出願人によるＣＭＹ法によっては
じめてＣＭＹ濃度の加減算でほぼ無限の組み合わせによる混色結果を得ることができるよ
うになり、プロトタイプではデジタル計算とデジタル色表示が可能になったが、これまで
は有害分光吸収を有する色材（フィルター）による、段階的濃度計算では、中間値の検出
ができず、また表色できる色域が減法混色範囲に限定され、厳密な計算と表示ができなか
った。
【００１４】
　８）色覚問題
　色覚問題は、色管理において非常に重要である。しかし、その色覚検証はマンセルシス
テムでもＣＩＥ表色系でも容易に標準観測者との相違を見出すことができないために、等
色に相違が生じ色管理で支障が生じる。
　これまでの同一出願人の色覚関連文献としては、特願２００２－３０７６６０、特願２
００２－３１３５０９、特願２００２－２７２２８５、特願２００５－１５４５６９、特
願２００６－１３４４９０、特願２００７－１２５０１５等がある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
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　そこで本発明では、上記問題の解決策として、
　１）の問題は、本発明ではＣＭＹボタンモード以外にｘｙＹ、Ｌａｂ、ＨＶ／Ｃ各色記
号からの逆検索によって、種々の色数値の顕色化（色視覚化）機能を充実した。
　すなわち、スマホ、タブレット等にＪＩＳに準じたＣＩＥ　ＸＹＺ表色法による色計算
法により、ＣＭＹ混合色をはじめ無数のデジタル色標準をモニタ画面に発色させ、該色標
準と測定色とを比色、等色させ、光色および物体色の三刺激値（ＸＹＺ）、色度（ｘ、ｙ
）、値等を検出可能にする視感（目視）色判定法において、ＣＭＹ段階モード以外に、連
続変化可能なｘｙＹモード、Ｌａｂモード、ＨＶ／Ｃモード等の入力、色温度ｋ値を自動
表示可能としたスマホ、タブレット端末を用い、
【００１６】
　２）の問題（キャリブレーション）については、
　その本体較正の煩わしさは、たとえば一個のそのマル孔を打ち抜いたその半円に標準無
彩色をもたらして、他の半円にモニタ発色部を透視させ、モニタのＹ値がその隣接させた
無彩色の反射率Ｙと等しくなるように本体調整すれば、他の被測定色のＹ値も正しく検出
され、モニタ色も正しい発色を示す。その操作がおろそかになると厳密測色値および厳密
発色が得られないが、本実施例では図１の本体モニタの発色部１の明度を（モニタ本体の
画面の明るさ調整と同様に）数値表示部５の数値を変化させることなく、４の±ボタンに
よって１％ごとに２位置の較正用発色部の明度表示値（標準値１００）と連動して調整可
能にしてあるので、ウインドをモニタ本体の＜設定＞に切り換えることなく容易に等色可
能にして、図７に示すような厳密な色数値化と色検証の整合性が可能になる。
【００１７】
　３）の問題については、
　光源色判定の問題は、ＣＭＹＮボタンモードで無彩色をモニタ発色部に隣接させて、光
源切換えボタンを切り換えてＮ（無彩色）スライダーで等色するボタンの光源名（Ａ、Ｂ
、Ｃ、Ｄ５６、Ｆ８、Ｄ５０）により代表的色温度値（Ａ＝２８５６ｋ、Ｂ＝４８７４ｋ
、Ｃ＝６７７４ｋ、Ｄ６５＝６５００ｋ、Ｆ８、Ｄ５０＝５０００ｋ）が判明し、
　４）本発明実施例ではｋ計算値を自動表示したことによって厳密色温度数値が直読可能
にした。図５に示したように、その計算値の精度はカラーメーター測定値と驚くほど一致
し、いかに高精度な測定が可能になるかが証明される。これにより、容易、迅速、確実な
色温度検出が可能になる。
【００１８】
　物体色判定については、
　５－１）モニタ発色部に隣接できない場合の測色には、
１）該スマホ端末（以下スマホ）を比色用アダプターの本体ホルダー部に装着し、比色マ
スクの一方に該スマホのデジタル色標準発色部を発色させ、他方の孔に物体色光または光
源色光を入射させ、光源色光の場合はホルダー後部に段階的に減光可能な無彩色濃度フィ
ルターを有する図２のような光拡散部材を有する比色ホルダーを用いて比色することによ
り可能となり、
【００１９】
　５－２）また厳密な測定は、人工光で常に一定の測定環境がもたらされるよう、携帯可
能な色判定用ライトボックスとして、演色性のよいＤ６５等の色評価用蛍光灯、ＬＥＤ照
明（ランプ）等をケース中皿（中蓋）にもたらし、使用時は該中皿を本体の蓋部（ケース
カバー）部に固定し、ランプが原稿台の測色部を約４５度の角度で照明可能とし、上方か
ら目視判定とその等色状態とモニタ表示数値をもう一台のスマホカメラで記録可能とする
ことによって格段の精度で数値化、検証化を実現し、
　５－３）該ライトボックスの原稿台上にランプ光を反射させる白色反射板と半透明の透
過原稿保持板により透過色物体の判定をも可能にする透過原稿ユニットを用いることによ
って、
【００２０】
　これまで視感判定が困難もしくは不能であった高彩度色を含むあらゆる光と色の色情報
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を視感とカメラ判定で視感数値化し、任意の色記号の目視化（視覚化、顕色化）を可能に
にした光と色の視感数値化および色数値検証システムを実現した。
【００２１】
　７）混色問題については
　このシステムはＣＭＹフィルターの減法混色による混色問題の解決を出発点にもち、本
発明ではモニタ画面のＣＭＹＮモード（図１Ｂ）のＣＭＹの均等な混合でＲＧＢをはじめ
あらゆる中間色度の光源別、反射Ｒ，透過Ｔ別の数値と発色の色変化状態がわかり、Ｎレ
バーにより（図７のＨＶ／ＣモードのＶレバーの移動と同様に）色度を変化させず、同一
色度で明度だけを変化させ、それらの無段階の混色計算と表示が自由に可能になる。そし
て、そのフィルターモードによる色インク同様の現実的色混合とは別に、有害分光吸収の
ないブロック色計算により従来できなかった超高彩度のスペクトル色まで含む広い色域で
厳密な理想的色混合と測色（図６）がが可能になり、その色加減算法で、希望の色にする
補正値がわかるので、絵画、デザイン、印刷方面でも色の刷り重ね、色混合、色分析、イ
ンク色の加算減算、着色紙への印刷インク色の選択、予測のためのシミュレーションなど
、色を扱うあらゆる分野で色の加減算が自由に可能になる。
【００２２】
　８）色覚問題については
　本発明では、二つの色覚問題を明快に解決可能とする。その第一は色覚検証は本発明で
は等色時に自ずから可能になる。つまり、ＣＩＥの標準的観測者が等色させた等色状態を
観察したときに、等色して見えればその眼は標準と同じであるから、たとえば図３のライ
トボックス内でＤ６５標準光源で照明された等色状態を、Ｄ６５で正しい発色が得られカ
メラで撮影すればそのカメラは標準観測者となる。したがって、等色状態をカメラ（本発
明では測色に使うｉＰｈｏｎｅ、ｉＰａｄと同じ機種）で撮影しておくだけでデータ記録
とともに色覚の実地検証が可能になる。
【００２３】
　そして、そのカメラ撮影では図７のように、その測色データは、測定値が正しいかどう
かとともに、色覚が正しいかどうかの客観的証拠物件として記録保存ができるという一石
二鳥の問題解決法を本発明で史上はじめて可能になる。そうした実証的検証は色覚科学の
未知分野の解明とその発展に大きく役立て得ることも、もたらされる大きな効果である。
【発明の効果】
【００２４】
（表色系としての画期的特徴）
　現状の視感測色で厳密数値化可能な色数はＪＩＳに準じた標準色票に限り、その数わず
か２０００色強、一方、眼で弁別できる色数が７５０万色（星野昌一　色彩と生活／ｐ．
２３／毎日ライブラリー　）としてもぴったり色が合うなどということはほとんど稀、つ
まりは、現状では正しく色を示すことも、示された数値の正しい色検証もほとんど不能状
態にあるほとんど全ての色問題を、本発明の実施例では、これまでＣＭＹＮの段階入力か
ら無段階入力方式にすることにより、これまでできなかった厳密な数値化と逆検索により
、しかもスペクトル色をも含む極めて広い色域で自由にその数値化と逆検索による測色数
値の視覚化、およびその測色値が正しいかどうかのきわめて厳密な検証が可能になって、
現状の問題点の根本的解決が可能になる。
【００２５】
　しかも、従来は、視感判定は色覚問題からも多数者判定が原則とされ、視感単独判定結
果は信頼性が乏しいとされるその従来の常識は完全に払拭される。本発明では容易なカメ
ラ撮影で図６、７のようなカメラ記録画可能になるので、誰にでも厳密客観データが検出
可能になる。視感にして主観にあらず、客観的証拠物件まで残せるデジタル時代に対応で
きる革命的色システムの誕生といえる。
【００２６】
　（色計算精度と表色精度）
　図５は図に代えた代表的カラーメーター測定値とモニタ色計算値との比較写真であり、
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本発明の色計算がいかに厳密で正確な測定値が得られるかがここに示されている。
　すなわち、まずカラーメータで任意の光源色のｘｙ値を求め、そのｘｙ値をモニタ画面
に▲１▼（室内カクテル光線）では３６のようにｘ＝０．３８６、ｙ＝．０．３６６と入
力すると、色温度Ｔはカラーメーター値３５の３７７４ｋに対しモニタでは３７７５ｋ、
▲２▼（電球色蛍光灯）では２８０８ｋに対して２８１０ｋ、▲３▼（晴れた日の室内自
然光）では５９２３ｋに対して５９５６ｋ、▲４▼（晴れた日の室内天空光）では１０７
４０ｋに対して１１１１１ｋと検出された各数値は恐ろしいほどの整合性を示し、本発明
では色計算がいかに厳密、正確であるかが証明されている。
【００２７】
　図６は図に代えたｘｙＹ入力モードによるコダック高彩度色フィルターの数値と色比較
検証写真であり、ここでは、各三色分解用ＲＧＢおよびマイナスＲＧＢフィルターの実物
をモニタの白色部に位置させ、フィルターのカタログ表示値４５と同値をｘｙＹレバーの
位置調整でモニタに入力すると、数値表示部４６に表示されたその計算値に相当するモニ
タ発色部４８の発色は、モニタ白色部に置いた該フィルターの透過色４９と驚くほど等色
している状態が証明される。
　そして、色度図４４の各フィルターの色度位置から判明するように、本発明では従来ま
ったく不能であったスペクトル色をも包括した色域での色数値化と色検索が、史上初、し
かもきわめて厳格、また自由に視感検証可能になる。
【００２８】
　その数値と発色との整合性は、たとえば反射色のＨＶ／Ｃ検索モードでも証明可能にな
る。
　図７は、図４のライトボックスを用いＤ６５照明において、モニタ発色部のＹを併置さ
せた無彩色の反射率と等しくなるように厳密に本体較正（キャリブレーション）した後、
スマホ本体５０のモニタ発色部５１に実物のマンセル色票片を隣接させ、マンセル色票の
裏に印刷されているマンセル記号のＨＶ／Ｃ、５３では１０ＹＲ　８／１４、５５では７
．５Ｒ　５／１６、５６では１０ＢＧ７／８，１０ＧＹ６／１２をＨＶ／Ｃ入力スライダ
ー５４により入力したもので、図に代えた写真が示すように、光源はＤ６５においてＣ光
源モードでありながらその発色は色票と驚くほど一致する。このように反射色の場合もそ
の等色状態は驚異的整合性を示し、いかに正確な色数値化と色検証が可能になるかがわか
る。
【００２９】
　ということは、任意のｘｙ＋Ｙ値、あるいはＨＶ／Ｃ値を打ち込めば、ＣＩＥ色度図上
にあるほとんどの色を正しく精度高く認知可能という色彩学史上、これまでできなかった
色検索がはじめて自由にでき、史上初めて、あらゆる色記号に生命が与えられるというこ
とにほかならない。
　また、色温度検出では、色温度軌跡上にあるｘｙ値、たとえば、０．２４５ｘ，０．２
７４ｙを入力すると計算値は２００００ｋ、そして発色部１にその光色が表示され、そし
て、Ｙ値をＹスライダー操作により変化させると、発色部１の色は、明度の低い、濃く深
い青から雲雀がさえずる明るい春の空色までの連続的変化を目にすることが可能になる。
　したがって、これまでは、ＪＩＳにある慣用色名のほとんどはＨＶ／Ｃの中間値で示さ
れていてほとんどの色を正確に見ることができなかった全ての色も光源別に正しく確認可
能になる。
【００３０】
（ｘｙＹ表色値、ＨＶ／Ｃ表色値からの正しい色変換（顕色化））
　本発明では、色温度計算値は図５においていかに高精度カラーメーター値と厳密な一致
を示すか、透過色については図６において、また反射色は図７においていかにモニタ発色
と色標準である実物マンセル色票と色と数値が合うその整合性が示されることにより、本
発明の色計算（数値化）と色発色（デジタル色表示）がいかに厳密であるかが証明された
ように、その機能と精度は従来色システムを超え、従来不能といえた色数値化と顕色化の
画期的展開を可能にしている。これまでほとんどは数値であり色記号でしかなかったマン
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セルとＣＩＥデータは、本発明によってはじめて有効に機能するデータとなる効果は色彩
学のビッグバンと呼ぶに相応しいであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図に代えたスマホ用色計算アプリのモニタ画面を示す実施例写真　Ａ図はｘｙＹ
モード、ＢはＣＭＹモード、ＣはＬａｂモードにした状態を示す。
【図２】比色用モニタホルダーの一実施例の正面図
【図３】携帯可能な色判定用ライトボックス　Ａは長辺側面図　Ｂは短辺側面図
【図４】同ライトボックスの使用状態を示す側面図
【図４Ｂ】透過原稿判定状態を示す側面図
【図５】図に代えた代表的カラーメーター測定値とモニタ色計算値との比較検証写真
【図６】図に代えたｘｙＹ入力モードによるコダック高彩度色フィルターの数値と色比較
検証写真
【図７】図に代えたＨＶ／Ｃ入力モードによるマンセル標準色票の数値と色比較検証写真
【図８】図に代えたタブレット型モニタ画面の実施例写真
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　スマホ、タブレット等にＣＩＥ　ＸＹＺ表色法による色計算法により、ＣＭＹ混合色を
はじめ無数のデジタル色標準を発色させ、該色標準と比色、等色させて光の色および物体
色の三刺激値（ＸＹＺ）、および色度（ｘ、ｙ）値等を検出できる視感（目視）色判定法
において、ＣＭＹ段階モード以外に、ｘｙＹモード、Ｌａｂモード、ＨＶ／Ｃモード等の
変換入力が可能で、光電式色温度計、分光測色値、標準色票等と整合性を有するスマホ、
タブレット端末を、
【００３３】
１）比色アダプターに装着し、その上面にもたらした二つの比色マスクの一方に該スマホ
のデジタル色標準発色部を発色させ、他方の孔からくる物体色からの反射光の両者を等色
させ、光源色の場合はアダプターの後部に明度（Ｙ）だけを段階的に減光させる何段階か
の無彩色濃度フィルターをもたらした入射光量調整用の光拡散部材を用いて入射光量を調
整して判定することにより、
【００３４】
　２）厳密な物体色判定では、Ｄ６５、Ｄ５０等の色評価用蛍光灯、ＬＥＤ照明（ランプ
）等を、携帯可能な工具箱状ケースの中皿（中蓋）にもたらし、使用時はこれを本体の蓋
部（ケースカバー）部に固定しランプが底箱上の原稿台の測色部を約４５度の角度で照明
するようにし、該測色部上方位置にスマホカメラ設置部をもうけ、目視判定とともにその
等色状態、計算数値を記録可能にし、原稿台上に白色反射板と半透明の透過原稿保持板を
もたらして同じ照明状態で透過色判定が可能な透過原稿ユニットを用いることによって、
【００３５】
　従来視感判定が困難、もしくは不能であった高彩度色を含むあらゆる光と色の色情報を
視感とカメラ判定で主観的、また客観的厳密にＣＩＥ　ＸＹＺ表色法による光源色および
物体色の三刺激値（ＸＹＺ）、および色度（ｘ、ｙ）等の数値化をより容易、迅速、高精
度にに可能にする。
【実施例】
【００３６】
　図１は、本発明のスマホ用アプリを端末で開いたときの図に代えた写真による実施例の
正面説明図であり、Ａ図はｘｙＹ入力モードにより入力し、Ｂ図はＣＭＹＮモード、Ｃ図
はＬａｂモードに変換したモニタ画面の状態を示し、１はモニタ発色部であり、各入力値
に応じＣＩＥ表色系のＸＹＺ法により色計算された数値が５に示されるとともにその数値
に対応するＲＧＢ色がデジタル標準として発色する。Ａ図では、９の光源ボタンはＣ光源
、８はＲ（反射色）にして、１０の色記号モードの中からｘｙＹモードを選び、６のスラ
イダーによりｘ＝０．４５８、ｙ＝０．４２３になるよう７のアップダウンキーで入力調
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整したもので、数値表示部にはそのｘｙセット値以外に、ＸＹＺ以下、Ｌａｂ、λ（主波
長）、ｐ（刺戟純度）、Ｔ（色温度ｋ）ｋ、ＨＶ／Ｃ（色相、明度、彩度）値等が表示さ
れている。
【００３７】
　この場合の入力したｘ＝０．４５８、ｙ＝０．４２３は、実は居間の電球色照明を代表
的色温度計（Ｍ社製）を用いて測定して得た値であり、その値がどのように計算されるか
を本発明で実証してみたＴ（色温度ｋ）の検証結果である。その結果は、モニタに表示さ
れたＴ値５ｂをみると、Ｍ社色温度計の測定値Ｔ＝２８５８ｋとほとんど同じであった。
【００３８】
　同Ｂ図はＡ図の状態のまま入力モードをＣＭＹＮモードに、同Ｃ図はＬａｂモードに切
り換えた状態であり、とくに、有害分高吸収のない理想のブロック型仮想分光分布による
色計算とその発色は、図６にも示されるように、減法混色範囲をはるかに超え、ＲＧＢ混
色に近い広い色空間での従来できなかった厳密な色取り扱いが可能になる。
　したがって、いずれの入力法でも正しい計算値と正しい発色が得られることが証明され
る。
たとえば、Ｌａｂ入力ではＬ＝８２．２、ａ＝１４．２、ｂ＝６４．２の入力でｘ＝０．
４５８、ｙ＝０．４２３と同じ計算色と同じ正しい発色が得られ、本発明ではこのような
厳密な色空間の変換が自在に可能になることを意味し、この機能によりほとんど全ての色
記号からの数値変換と色視覚化（目視化、顕色化）が可能になることが証明される。
　なお、４ｂはオプション呼び出しボタンであり、ここには分光曲線、色度図、色温度軌
跡、各種の参考用、照明用の標準光源が収納され、その呼び出しが可能になる。
【００３９】
　図２は比色マスクを有する比色用モニタホルダーの実施例の正面図であり、Ａはモニタ
装着部と比色窓を有するホルダー本体、Ｂは入射光量可変拡散板を示す。
　この実施例では、モニタ端末を１４に装着し、比色用孔１２を被測定色に向け、その被
測定色に対して、比色孔１３から見えるモニタ発色部１５の色が等色するよう調整するこ
とにより、展覧会場の絵、ショウケース内の物品の色、教会のステンドグラス、あるいは
青空、夕焼けといった空間色を含む、モニタ色に隣接できない離れた位置にある多く物体
色の色数値化が可能になる。
【００４０】
　色温度判定など光源色判定の場合は、Ｂ図の白色拡散板を併用する。この白色拡散板１
７には、１９にはＮＤ（濃度）１．０フィルター、２０にはＮＤ１．５フィルター、２１
にはＮＤ２．０フィルターが装着されており、したがってその順序で入射光が無色濃度の
フィルターによって色度を変えずに減光するので、光源の明るさに応じ各部を選択試用す
ることにより、ローソクの光から、強烈な太陽直射光までを包括して比色、等色を可能に
し、図５に示されるように高精度色温度計に準じる厳密な測色値を得ることが可能になる
。
　なお、この構造では比色窓が離れているが、プリズム等で隣接させ境界線なしに判定可
能にするアダプターを比色マスク部にもたらすして厳密測定を可能にできる。
【００４１】
　（人工光による厳密な反射、透過判定を可能にするライトボックス）
　本発明において反射色、透過色を含み厳密な色判定をするためには、目的に応じた機能
をもつ照明装置が必要になる。装置なしには安定した厳密測定が極めて困難になるからで
ある。
　その基本条件は、１）Ｄ６５といった標準光源を、２）原稿台に対し４５度方向から照
射、真上から原稿台で試料とモニタの等色状態を目視でき、３）同時的に撮影記録でき、
携帯容易な構成のものである。
【００４２】
　図３は、携帯可能な色判定用ライトボックスで図Ａは長辺側面図、Ｂは短辺側面図であ
り、外形はツールボックス状で、２２の底箱に収納されている中皿部２５にＤ６５等の標



(10) JP 2016-125904 A 2016.7.11

10

20

30

40

50

準ランプ２６内蔵され、図４のように、中皿部２５を反転させ蓋部２３の２７に装着して
固定し、（図示せざる２５の左右を支える遮光を兼ねた側板をもたらして安定させ）、そ
の上部から目視判定し同時にもう一台のスマホ２９で，等色状態の撮影を可能にしている
。２８はその台板（カメラ用ボード）、３１は原稿台３０の上にある測色用スマホであり
、図示せざる被測定試料は２６のランプからおよそ４５度の角度で照明されるので、表面
反射のない、ＪＩＳに準じた判定が可能な照明状態となる。
【００４３】
　その場合、特記すべきことは、原稿台３０上の４５度照明を受ける被測色部分はその明
るさがランプとの距離の自乗に比例して増減するので、測色用モニタ３１を前後させると
隣接させる被測色試料の明るさがその前後移動に応じて微妙に変化する。いいかえれば、
この実施例では、発色部１の４による明度調整に加え、そのモニタの微妙な前後移動操作
によって、図７に示すような、非常に厳密な等色状態をつくりその記録が容易に達成可能
になる。
【００４４】
　図４Ｂは　同ライトボックスで透過原稿判定をおこなう場合の状態を示す側面図であり
、この場合は同一Ｄ６５光源からの光を３２の白色反射板で反射させ、半透明透過原稿保
持板に透過原稿（透過色試料）をもたらし、同一色質光による透過色の正しい視覚色判定
が可能にし、透過原稿と反射原稿の厳密比較が可能になり、印刷実務ほかのあらゆる色管
理に大いに役立て得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
（製品の色管理と色表示）
　製品の色管理がスマホ、タブレット端末で、厳密に可能になる。
　同様に、このデジタル時代においては、たとえばネットショプで購入した物品の色につ
いてのトラブルは避けられない状態にある。これまでの色名ではあまりに大雑把であいま
いだからであるが、本発明ではネット広告に正しいｘｙＹによる色記号を用いれば、携帯
でその正しい色を知ることができ、ユーザーもメーカーも容易に色検証ができない現状を
改善し、色トラブルを激減させるという大きな効果を生む。
（色間違いの防止）
　なお画面にあるＯＰボタン４ｂには、Ａ光源、Ｃ光源をはじめＤ６５、Ｄ５０、Ｆ８、
各種の標準光源と等しい面光源を内蔵させてあり、照明を切り換えて色を正しく検証がで
き、色確認ができるので、帰宅してはじめて色が希望のものと違うことに気がつくといっ
たことが防止可能になる。
【００４６】
（液体の色数値化）
　また、これまでは、確実な数値化と逆検索ができず、色検証が正確にできなかった分野
は色覚問題の検証のように、科学的検証によってあらゆる分野でのレベルの高い取り扱い
と操作が実現する。ローソクやガスコンロの炎などの炎色など、また食品、燃料、アルコ
ール、ワイン、ジュースなどの液体色も透過色同様、測定用の定量式透明容器で数値化す
ることにより、ＪＩＳに準拠した、厳密な数値化と色管理が可能になる。
【００４７】
　産業上の利用可能性は色のあるところすべて無限にあり、これまでにつくられた分野ご
と、肌色スケールをはじめ、マグロの大トロ、中トロ、赤みなどのスケールなどもこの原
理を用いて、光源別、また光源付きスケールとして製作可能になる。それらは、このモニ
タ画面にある４ｂのＯＰ（オプション）メニューの中に内蔵させることも可能になる。
【００４８】
（色彩教育）
　色混合についてすら論理的に明快にされていない、現状の遅れた色彩教育の改革ができ
る。
　現状ではＣＩＥのｘｙが何を意味するのかは、理学系、工学系でもよく理解できていな
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いが、本発明アプリによれば、ＣＩＥ表色法もわかりやすく、理解容易となり、色彩学の
理解が格段に改善される機能をもっている。
【００４９】
　図８は、ｉＰａｄのような大型タブレットの場合の図に代え写真で示した一実施例であ
る。
この場合は各色の分光（ブロック）グラフ５８と同時に、そのｘ、ｙ値のＣＩＥ色度図上
の位置が表示され、各透過・反射、光源ボタン操作により、分光カーブと色度点の連続的
変化をみることで、これまで不明の各色特性が非常にわかりやすく理解可能になる。
【００５０】
　たとえば、図８の状態において、ｙ値を下げていくと、ＲＧＢバーのＧが下がり、ＲＢ
バーが上昇してバーの高さが反転するとともに、数値部の表示値と連動して色度図上の色
度点が下がるとともに、発色部１の視覚色がマゼンタに変化し、白色点位置（無色位置）
においてｘ値を左右に振るとＢＧとＲ方向に、色が移行する様を動画を見るように連続的
な主波長（λ）、刺戟純度（Ｐ）の数値変化、色変化を知することが可能になり、ＣＩＥ
表色法が俄然身近となり理解に大きく役立てることができる。
【００５１】
　本発明は、色彩教育に限らず、このＣＩＥ表色法を数学や物理の授業に導入すれば、感
覚でもある色を計算し数値化しそれを実証できる本発明によって、ものごとはよく考えれ
ば、数学的、物理的に科学的解決法が見出されるものであるその一例として、左脳と右脳
をドッキングさせて、単に知識伝達でない、考え、応用する学習として授業に役立てる、
新しい教育の改革に役立てることが可能になろう。
【００５２】
　たとえば、分光透過率が明確な色フィルターを手に、そのカタログ数値をＣＩＥ色計算
法で電卓計算してＸＹＺから色度ｘｙＹ値を得て、それを本発明のモニタ画面に打ち込み
、白色部３に現物フィルターを置いて発色部１と見比べる。ほとんどぴたりと色が合致す
る驚きと感動を、生徒、学生だけでなく、先生にも人生に一度は体験させたいものである
。そして、その計算法は何と１９３１年生まれ、今から８３年前、本発明によってその計
算法の正しさが実証されたその基本計算法を、電卓もなしに編み出した先達の名を挙げて
顕彰してほしい。そういう、数値と感覚である色とがある整合性をもってことを、実地に
体験させることができるのが本発明の教育上のきわめて大きな効果の一つであろう。
【００５３】
　このアプリの普及によれば、国の色彩科学レベルはどの国にも負けない世界最強レベル
となる。色は文化のバロメータといわれる。色彩文化と色彩科学の力は日本が尊敬される
先進国とできる国益的効果を生じさせるだけでなく、どこにもって行っても全地球上の全
ての国で重用されよう。したがって、それは、全世界に向けての日本産初の最先端色彩学
ツールとして、その産業化による国の繁栄と経済発展も大いに期待可能になる。
【符号の説明】
【００５４】
１　　発色部
２　　較正用発色部の明度表示値
３　　白色部（透過色判定位置）
４　　発色部の明度調整ボタン
４ｂ　オプション（分光曲線、色度図、色温度軌跡、標準光源の呼び出し）ボタン
５　　色記号表示位置にあるｘｙ値
６　　ｘｙＹ値調整スライダー
７　　同アップダウンキー
８　　透過色Ｔと反射色Ｒの切換ボタン
９　　標準光源切換ボタン
１０　色記号モード切換ボタン
１０ｂ　ＣＭＹＮモードボタン
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１０ｃ　Ｌａｂモード切換ボタン
１１　比色マスク
１２　入射光用比色孔
１３　モニタ側比色孔
１４　スマホ端末本体位置
１５　モニタ発色部位置
１６　本体ホルダー部
１７　白色拡散板
１８　白色拡散板部分
１９　ＮＤ１．０フィルター部
２０　ＮＤ１．５フィルター部
２１　ＮＤ２．０フィルター部
２２　携帯可能なライトボックスの底箱
２３　蓋部
２４　把手部
２５　中皿部
２６　標準ランプ
２７　蓋部と中皿固定部
２８　カメラ用ボード
２９　カメラ（（撮影用スマホ）
３０　原稿台
３１　測色用スマホ
３２　白色反射板
３３　半透明透過原稿保持板
３４　透過色試料
３５　カラーメータによる測定色温度表示値
３６　モニタ入力ｘｙ値
３７　色温度Ｔ値表示部
３８　モニタ入力ｘｙ値
３９　色温度Ｔ値表示部
４０　モニタ入力ｘｙ値
４１　色温度Ｔ値表示部
４２　モニタ入力ｘｙ値
４３　色温度Ｔ値表示部
４４　ＣＩＥ色度図上の各色の位置
４５　フィルターのカタログ表示データ
４６　モニタ表示値
４７　カタログ値とモニタ表示値の比較
４８　モニタ発色
４９　モニタ白色部上のフィルター色
５０　スマホ端末本体
５１　モニタ発色
５２　マンセル色票１０ＹＲ
５３　ＨＶ／Ｃ値表示部
５４　ＨＶ／Ｃ入力調整部
５５　マンセル色票７．５Ｒと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５６　マンセル色票１０ＢＧと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５７　マンセル色票１０ＧＹと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５８　表示色の分光（ブロック）グラフ
５９　ＣＩＥ色度図
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６０　表示色の色度図上の位置

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図４Ｂ】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月19日(2015.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　スマホ、タブレット等にＣＩＥ　ＸＹＺ表色系の色計算法により、ＣＭＹ混合色をはじ
め無数のデジタル色標準をモニタ画面に発色させ、該色標準と任意の被測定色と視感等色
して光色および物体色の三刺激値（ＸＹＺ）、色度（ｘ，ｙ）値等を検出可能にする視感
（目視）色判定法において、ＣＭＹ段階入力モード以外に、無段階的に変化可能にしたＣ
ＭＹＮ入力モードおよびｘｙＹモード、Ｌａｂモード、ＨＶ／Ｃモード等の入力と色温度
ｋ値を自動表示可能とするとともに、
　１）光色判定では、該スマホ端末（以下スマホ）を装着した比色用ホルダーの比色マス
クの一方に該スマホのデジタル色標準発色部を発色させ、他方の孔に、光源色光の場合は
ホルダー後部の無彩色濃度フィルターを有する光拡散部材で光量調節をおこなって両者を
比色することにより、光色の色温度Ｔ値を視感検出可能にし、
　２）物体色判定において大型色評価用蛍光灯（蛍光ランプ）を用いる場合は、大型の用
具収納用ボックス内の中皿（中蓋）等に色評価用蛍光灯（蛍光ランプ）および撮影用スマ
ホを装着可能とし、
　またＬＥＤ光源を用いる場合は、放熱用ヒートシンクに接着したＬＥＤ光源を無段階に
調光可能として、該モニタ色と被測定色を比色マスクを用いて等色可能とする比色アダプ
ター（比色装置）により任意色を判定可能にするとともに、該比色アダプターを小型収納
用ボックス内で組み立て可能にした測色空間において、該ＬＥＤ光源が被測定色を約４５
度の角度で照明する状態で、上方から目視比色判定とその等色状態をもう一台のスマホカ
メラで拡大撮影を可能にすることによって、
　３）あるいは、上記方法（手動等色法）に対する自動等色法として、該撮影用スマホカ
メラソフトの基本画面にカメラ撮影ボタンをもうけ通常撮影画面同様に撮影可能とし、
　カメラレンズに白色拡散板を用いて光源を撮影すれば、ホワイトバランス（グレイバラ
ンス）機構を解除することによりリバーサルカラーフィルム同様の発色像を発色させ自動
的に色温度Ｔを検出可能にし、
　物体色判定では発色部に隣接して物体色を表示可能とし、たとえば１８％グレイカード
を背景に撮影したときはその濃度が約０．７（反射率Ｙ＝約２０％）に調整したときに得
られる正しい被測定色を解析し、測定色のＸＹＺ値、ＲＧＢ値等と等色する色をモニタ発
色部に自動的に呼び出すことによって、手動調整操作なしにその色と色情報をモニタ画面
上に自動表示可能にすることによって、
　４）またあるいは、色判定ボックスの該上部スマホで撮影した画像情報を下部スマホに
有線または無線で転送し下部スマホ内のソフトで転送されたその画像を解析して被測定色
と等色させてその色と色度情報をモニタ画面上に表示させることによって、手動調整なく
自動等色を可能にすることによって、
　従来、視感判定が困難もしくは不能であった高彩度色を含むあらゆる光と色の色情報を
視感とカメラ判定でより厳密に色数値化し、逆検索によれば任意色数値（色記号）のより
厳密な目視化（視覚化、顕色化、色彩化）により、数値が正しい色を示しているかどうか
、その正誤等を客観判定で検証可能にすることを特徴とした、視感色数値化と色記号の視
感色検証を可能にする総合色システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透過色を含む物体色のすべて、また空間色等、および光源色、更に混色法、
また眼の色覚にいたる、ほとんどの色問題について、視感比色および自動表示によりＣＩ
Ｅ　ＸＹＺ値、ｘｙＹ値、主波長λ、刺戟純度ｐ、Ｌａｂ値、ＨＶ／Ｃ値、ＲＧＢ値等の
厳密な色数値化と、逆検索を可能として色記号を厳密に視覚化（目視化、顕色化）し、測
定された色数値が正しいかどうかなど、種々の色問題を緻密に検証可能にする総合デジタ
ル色システム（表色法）に関わる。
【背景技術】
【０００２】
　これまでの表色法の代表的なものとしては、マンセル表色系とＣＩＥ表色系（ＸＹＺ系
等）がありＪＩＳにも規定されているが、それらが解決可能な問題の範囲は驚くほど限定
されていている。現状で視感色数値化が可能になるのは反射色に限りしかも色数は、マン
セル表色系色票の数、２千数百色でしかなく、ほとんどは推測値とならざるを得ない。よ
い例は、慣用色名としてＪＩＳの表示色の９０％以上は、標準色票にはない。
　したがって、ＪＩＳ工業製品色また許容範囲の厳密な色の視感検証化はできないという
ことであり、透過色も無限にあるのだが、透過色についての視覚色標準はいまにだない。
【０００３】
　一方のＣＩＥ表色法は、分光式また光電色彩計により色の数値化はできるが、逆検索で
その色を視覚化する方法が無に等しいから、色を目で確認できない。また光源色について
は色温度計（カラーメーター）があるが、これもその数値を検証するすべがないから、す
べてのこれまでの測色計器の測定数値（色記号）が正しいかどうかは確認ができない。
　つまり、数値化はできても、色記号を目視化して検証できないために、分光色彩計光、
電色彩計で得たＸＹＺ、ｘｙＹ、Ｌａｂ、ＨＶ／Ｃ等の測定数値は、正しいかどうかの検
証されることなく色数値だけが一人歩きしている現状はきわめてあやふやな状態にある。
つまりは、二つのＪＩＳ表色法があるとはいえ、それらは有効に機能していないというこ
とができ、結局は、よく考えるまでもなく、目視による視感色数値化法と逆検索に相当す
る数値色検索、および測色値の自在な視感と数値による目視検証ができない、ということ
に根本原因があるということにほかならない。
【先行技術文献】
【０００４】
　同一出願人は、透過色だけでなく反射色もつくり計測できる減法三原色のＣＭＹフィル
ターによるＣＭＹ色体系を「ＣＣフィルター使用の新しいカラーシステム」（参考文献：
写真工業／７月号／１９７５年。新版写真技術ハンドブック（ＣＣフィルターによる色の
取り扱い法／Ｐ．４１／ダヴィッド社）を提唱し、これを更にコンピュータカラーシステ
ム（特許第３２２５２９７号）として発展させ、はじめて三原色に対応した色の加減算が
できるＣＭＹ混色系カラーシステムとして上記問題点の多くを改革し色彩学と色彩術を進
化発展させた。
【０００５】
　そしてこれを、更にスマホタブレット端末による＜ＣＩＥデジタル色標準＞（特願２０
１３－８６９３５　タブレット端末によるＣＭＹデジタル色標準システム）によって手軽
に上記色問題を根本的に解決可能にしたとはいえ、その光源および物体色の色評価、色数
値化には実際的に種々の問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　１）本発明になるＣＭＹフィルターモードのボタンのみをもつ上記プロトタイプ（特願
２０１３－８６９３５）では、各ＣＭＹ濃度段階の中間値の検証ができず、扱える色範囲
、機能が限定され、逆検索も色数が限定され、厳密、緻密な数値化と色検証が困難であっ
た。
【０００７】
　２）キャリブレーション（較正）
　反射色測定では、これまではその本体設定に何度もモニタ画面のウインドの切り換えが
必要で、それが容易ではなかった。つまり、確実な較正をおこなうことに問題があり、確
実な較正ができないかぎり厳密測定値の検出も確実な色記号検証もおこなえない。
【０００８】
　３）光源色判定
　光源色判定では、光源からの入射光を無彩色で反射させ、その反射光と等色させて色度
ｘｙ値を求めればよいとはいえ、強烈な太陽直射光や明るい人工光はモニタ発色に比して
明る過ぎるために比色ができず、そして日の出、夕日など、水平方向からくる光の判定が
きわめて困難という問題があった。
【０００９】
　４）色温度判定
　これまでのプロトタイプでの光色判定では、無彩色と等色させたときのモニタのｘｙ値
を読み取って、色温度判定グラフで求めなければならず、厳密数値を得ること、また色温
度軌跡からズレた場合の検出が困難であった。
【００１０】
　５）物体色判定
　厳密測定では、ＪＩＳに定められた演色性のよい標準光源を用い、４５度の角度で試料
を照射し、表面反射光が生じない真上方向から目視判定し、等色状態をカメラ撮影するこ
とが必要条件となる。実際的には、光源を一定の角度で照射して一定の位置でキャリブレ
ーションをおこない目視して測定し撮影をおこなうということは、一般人には極めて困難
な操作となり、る。これまでは安定した視感測色が誰にも容易確実におこなえないという
大きな問題があった。
【００１１】
　カメラ撮影についても客観記録が極めて重要になるが、その視感判定とその撮影は容易
、確実にできないという問題があった。
【００１２】
　６）透過色判定
　また、モニタ白色部で発色部と隣接して比色できない透過色試料も多い。プラスチック
などの透過物体、またカラースライドフィルム原稿などを判定することも必要になるが、
容易安価、合理的な色評価と測色、そしてその状態を容易確実に撮影記録もできる適切な
色評価測色装置が不可欠になるということである。
【００１３】
　７）混色問題
　減法混色法の普及の立ち遅れが原因で、絵の具の黄色と青を混ぜれば緑が得られるとい
ったような色名扱いでは色問題は何ら解決できず、同一出願人によるＣＭＹ法によっては
じめてＣＭＹ濃度の加減算でほぼ無限の組み合わせによる混色結果を得ることができるよ
うになり、プロトタイプではデジタル計算とデジタル色表示が可能になったが、これまで
は有害分光吸収を有する色材（フィルター）による、段階的濃度計算では、中間値の検出
ができず、また表色できる色域が減法混色範囲に限定され、厳密な計算と表示ができなか
った。
【００１４】
　８）色覚問題
　色覚問題は、色管理において非常に重要である。しかし、その色覚検証はマンセルシス
テムでもＣＩＥ表色系でも容易に標準観測者との相違を見出すことができないために、等
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色に相違が生じ色管理で支障が生じる。
　これまでの同一出願人の色覚関連文献としては、特願２００２－３０７６６０、特願２
００２－３１３５０９、特願２００２－２７２２８５、特願２００５－１５４５６９、特
願２００６－１３４４９０、特願２００７－１２５０１５等がある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　そこで本発明では、上記問題の解決策として、
　１）の問題は、本発明ではＣＭＹボタンモード以外にｘｙＹ、Ｌａｂ、ＨＶ／Ｃ各色記
号からの逆検索によって、種々の色数値の顕色化（色視覚化）機能を充実した。
　すなわち、スマホ、タブレット等にＪＩＳに準じたＣＩＥ　ＸＹＺ表色法による色計算
法により、ＣＭＹ混合色をはじめ無数のデジタル色標準をモニタ画面に発色させ、該色標
準と測定色とを比色、等色させ、光色および物体色の三刺激値（ＸＹＺ）、色度（ｘ、ｙ
）、値等を検出可能にする視感（目視）色判定法において、ＣＭＹ段階モード以外に、連
続変化可能なｘｙＹモード、Ｌａｂモード、ＨＶ／Ｃモード等の入力、色温度ｋ値を自動
表示可能としたスマホ、タブレット端末を用い、
【００１６】
　２）の問題（較正、キャリブレーション）については、
　その本体較正の煩わしさは、たとえば一個のそのマル孔を打ち抜いたその半円に標準無
彩色をもたらして、他の半円にモニタ発色部を透視させ、モニタのＹ値がその隣接させた
無彩色の反射率Ｙと等しくなるように本体調整すれば、他の被測定色のＹ値も正しく検出
され、モニタ色も正しい発色を示す。その操作がおろそかになると厳密測色値および厳密
発色が得られないが、本実施例では図１の本体モニタの発色部１の明度を（モニタ本体の
画面の明るさ調整と同様に）数値表示部５の数値を変化させることなく、４の±ボタンに
よって１％ごとに２位置の較正用発色部の明度表示値（標準値１００）と連動して調整可
能にしてあるので、ウインドをモニタ本体の＜設定＞に切り換えることなく容易に等色可
能にして、図７に示すような厳密な色数値化と色検証の整合性が可能になる。
　なお、図１０の方法によれば、ＬＥＤ光源６４の明るさを調光式コントローラ６６によ
り任意の標準色票を該ＨＶ／Ｃ値で一回等色させるだけでその較正を済ませることができ
る。
【００１７】
　３）の問題については、
　光源色判定の問題は、ＣＭＹＮボタンモードで無彩色をモニタ発色部に隣接させて、光
源切換えボタンを切り換えてＮ（無彩色）スライダーで等色するボタンの光源名（Ａ、Ｂ
、Ｃ、Ｄ５６、Ｆ８、Ｄ５０）により代表的色温度値（Ａ＝２８５６ｋ、Ｂ＝４８７４ｋ
、Ｃ＝６７７４ｋ、Ｄ６５＝６５００ｋ、Ｆ８、Ｄ５０＝５０００ｋ）が判明し、更にＴ
計算値を自動表示したことによって厳密色温度数値が直読可能にした。図５に示したよう
に、その計算値の精度はカラーメーター測定値と驚くほど一致し、いかに高精度な測定が
可能になるかが証明される。これにより、容易、迅速、確実な色温度検出が可能になる。
【００１８】
　物体色判定については、
　モニタ発色部に隣接できない場合の測色には、
１）該スマホ端末（以下スマホ）を比色用アダプターの本体ホルダー部に装着し、比色マ
スクの一方に該スマホのデジタル色標準発色部を発色させ、他方の孔に物体色光または光
源色光を入射させ、光源色光の場合はホルダー後部に段階的に減光可能な無彩色濃度フィ
ルターを有する図２のような光拡散部材を有する比色ホルダーを用いて比色することによ
り可能となり、
【００１９】
　また厳密な測定は、人工光で常に一定の測定環境がもたらされるよう、携帯可能な色判
定用ライトボックスとして、演色性のよいＤ６５等の色評価用蛍光灯、ＬＥＤ照明（ラン
プ）等をケース中皿（中蓋）にもたらし、使用時は該中皿を本体の蓋部（ケースカバー）
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部に固定し、ランプが原稿台の測色部を約４５度の角度で照明可能とし、上方から目視判
定とその等色状態とモニタ表示数値をもう一台のスマホカメラで記録可能とすることによ
って格段の精度で数値化、検証化を実現し、
　該ライトボックスの原稿台上にランプ光を反射させる白色反射板と半透明の透過原稿保
持板により透過色物体の判定をも可能にする透過原稿ユニットを用いることによって、
【００２０】
　これまで視感判定が困難もしくは不能であった高彩度色を含むあらゆる光と色の色情報
を視感とカメラ判定で視感数値化し、任意の色記号の目視化（視覚化、顕色化）を可能に
にした光と色の視感数値化および色数値検証システムを実現した。
【００２１】
　７）混色問題については
　このシステムはＣＭＹフィルターの減法混色による混色問題の解決を出発点にもち、本
発明ではモニタ画面のＣＭＹＮモード（図１Ｂ）のＣＭＹの均等な混合でＲＧＢをはじめ
あらゆる中間色度の光源別、反射Ｒ，透過Ｔ別の数値と発色の色変化状態がわかり、Ｎレ
バーにより（図７のＨＶ／ＣモードのＶレバーの移動と同様に）色度を変化させず、同一
色度で明度だけを変化させ、それらの無段階の混色計算と表示が自由に可能になる。そし
て、そのフィルターモードによる色インク同様の現実的色混合とは別に、有害分光吸収の
ないブロック色計算により従来できなかった超高彩度のスペクトル色まで含む広い色域で
厳密な理想的色混合と測色（図６）がが可能になり、その色加減算法で、希望の色にする
補正値がわかるので、絵画、デザイン、印刷方面でも色の刷り重ね、色混合、色分析、イ
ンク色の加算減算、着色紙への印刷インク色の選択、予測のためのシミュレーションなど
、色を扱うあらゆる分野で色の加減算が自由に可能になる。
【００２２】
　８）色覚問題については
　本発明では、二つの色覚問題を明快に解決可能とする。その第一は色覚検証は本発明で
は等色時に自ずから可能になる。つまり、ＣＩＥの標準的観測者が等色させた等色状態を
観察したときに、等色して見えればその眼は標準と同じであるから、たとえば図３のライ
トボックス内でＤ６５標準光源で照明された等色状態を、Ｄ６５で正しい発色が得られカ
メラで撮影すればそのカメラは標準観測者となる。したがって、等色状態をカメラ（本発
明では測色に使うｉＰｈｏｎｅ、ｉＰａｄと同じ機種）で撮影しておくだけでデータ記録
とともに色覚の実地検証が可能になる。
【００２３】
　そして、そのカメラ撮影では図７のように、その測色データは、測定値が正しいかどう
かとともに、色覚が正しいかどうかの客観的証拠物件として記録保存ができるという一石
二鳥の問題解決法を本発明で史上はじめて可能になる。そうした実証的検証は色覚科学の
未知分野の解明とその発展に大きく役立て得ることも、もたらされる大きな効果である。
【発明の効果】
【００２４】
（表色系としての画期的特徴）
　現状の視感測色で厳密数値化可能な色数はＪＩＳに準じた標準色票に限り、その数わず
か約３０００色、一方、眼で弁別できる色数が７５０万色（星野昌一　色彩と生活／ｐ．
２３／毎日ライブラリー　）としてもぴったり色が合うなどということはほとんどない。
つまり、現状では正しく色を示すことも、示された数値の正しい色検証もほとんど不能状
態にあるほとんど全ての色難題を、本発明の実施例では、無段階入力方式にすることによ
り、これまでできなかった厳密な数値化と逆検索により、しかもスペクトル色をも含む極
めて広い色域で自由にその数値化と逆検索による測色数値の視覚化、およびその測色値が
正しいかどうかのきわめて厳密な検証が可能になって、現状の問題点の根本的解決が可能
になる。
【００２５】
　しかも、従来は、視感判定は色覚問題からも多数者判定が原則とされ、視感単独判定結
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果は信頼性が乏しいとされるその従来の常識は完全に払拭される。本発明では容易なカメ
ラ撮影で図６、７のようなカメラ記録画可能になるので、誰にでも厳密客観データが検出
可能になる。視感にして主観にあらず、客観的証拠物件まで残せるデジタル時代に対応で
きる革命的色システムの誕生といえる。
【００２６】
　（色計算精度と表色精度）
　図５は図に代えた代表的カラーメーター測定値とモニタ色計算値との比較写真であり、
本発明の色計算がいかに厳密で正確な測定値が得られるかがここに示されている。
　すなわち、まずカラーメータで任意の光源色のｘｙ値を求め、そのｘｙ値をモニタ画面
に▲１▼（室内カクテル光線）では３６のようにｘ＝０．３８６、ｙ＝．０．３６６と入
力すると、色温度Ｔはカラーメーター値３５の３７７４ｋに対しモニタでは３７７５ｋ、
▲２▼（電球色蛍光灯）では２８０８ｋに対して２８１０ｋ、▲３▼（晴れた日の室内自
然光）では５９２３ｋに対して５９５６ｋ、▲４▼（晴れた日の室内天空光）では１０７
４０ｋに対して１１１１１ｋと検出された各数値は恐ろしいほどの整合性を示し、本発明
では色計算がいかに厳密、正確であるかが証明されている。
【００２７】
　図６は図に代えたｘｙＹ入力モードによるコダック高彩度色フィルターの数値と色比較
検証写真であり、ここでは、各三色分解用ＲＧＢおよびマイナスＲＧＢフィルターの実物
をモニタの白色部に位置させ、フィルターのカタログ表示値４５と同値をｘｙＹレバーの
位置調整でモニタに入力すると、数値表示部４６に表示されたその計算値に相当するモニ
タ発色部４８の発色は、モニタ白色部に置いた該フィルターの透過色４９と驚くほど等色
している状態が証明される。
　そして、色度図４４の各フィルターの色度位置から判明するように、本発明では従来ま
ったく不能であったスペクトル色をも包括した色域での色数値化と色検索が、史上初、し
かもきわめて厳格、また自由に視感検証可能になる。
【００２８】
　その数値と発色との整合性は、たとえば反射色のＨＶ／Ｃ検索モードでも証明可能にな
る。
　図７は、図４のライトボックスを用いＤ６５照明において、モニタ発色部のＹを併置さ
せた無彩色の反射率と等しくなるように厳密に本体較正（キャリブレーション）した後、
スマホ本体５０のモニタ発色部５１に実物のマンセル色票片を隣接させ、マンセル色票の
裏に印刷されているマンセル記号のＨＶ／Ｃ、５３では１０ＹＲ８／１４、５５では７．
５Ｒ５／１６、５６では１０ＢＧ７／８，１０ＧＹ６／１２をＨＶ／Ｃ入力スライダー５
４により入力したもので、図に代えた写真が示すように、光源はＤ６５においてＣ光源モ
ードでありながらその発色は色票と驚くほど一致する。このように反射色の場合もその等
色状態は驚異的整合性を示し、いかに正確な色数値化と色検証が可能になるかがわかる。
【００２９】
　ということは、任意のｘｙ＋Ｙ値、あるいはＨＶ／Ｃ値を打ち込めば、ＣＩＥ色度図上
にあるほとんどの色を正しく精度高く認知可能という色彩学史上、これまでできなかった
色検索がはじめて自由にでき、史上初めて、あらゆる色記号に生命が与えられるというこ
とにほかならない。
　また、色温度検出では、色温度軌跡上にあるｘｙ値、たとえば、０．２４５ｘ，０．２
７４ｙを入力すると計算値は２００００ｋ、そして発色部１にその光色が表示され、そし
て、Ｙ値をＹスライダー操作により変化させると、発色部１の色は、明度の低い、濃く深
い青から雲雀がさえずる明るい春の空色までの連続的変化を目にすることが可能になる。
　したがって、これまでは、ＪＩＳにある慣用色名のほとんどはＨＶ／Ｃの中間値で示さ
れていてほとんどの色を正確に見ることができなかった全ての色も光源別に正しく確認可
能になる。
【００３０】
（ｘｙＹ表色値、ＨＶ／Ｃ表色値からの正しい色変換（顕色化））
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　本発明では、色温度計算値は図５においていかに高精度カラーメーター値と厳密な一致
を示すか、透過色については図６において、また反射色は図７においていかにモニタ発色
と色標準である実物マンセル色票と色と数値が合うその整合性が示されることにより、本
発明の色計算（数値化）と色発色（デジタル色表示）がいかに厳密であるかが証明された
ように、その機能と精度は従来色システムを超え、従来不能といえた色数値化と顕色化の
画期的展開を可能にしている。これまでほとんどは数値であり色記号でしかなかったマン
セルとＣＩＥデータは、本発明によってはじめて有効に機能するデータとなる効果は色彩
学のビッグバンと呼ぶに相応しいであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図に代えたスマホ用色計算アプリのモニタ画面を示す実施例写真　Ａ図はｘｙＹ
モード、ＢはＣＭＹモード、ＣはＬａｂモードにした状態を示す。
【図２】比色用モニタホルダーの一実施例の正面図
【図３】携帯可能な色判定用ライトボックス　Ａは長辺側面図　Ｂは短辺側面図
【図４】同ライトボックスの使用状態を示す側面図
【図４Ｂ】透過原稿判定状態を示す側面図
【図５】図に代えた代表的カラーメーター測定値とモニタ色計算値との比較検証写真
【図６】図に代えたｘｙＹ入力モードによるコダック高彩度色フィルターの数値と色比較
検証写真
【図７】図に代えたＨＶ／Ｃ入力モードによるマンセル標準色票の数値と色比較検証写真
【図８】図に代えたタブレット型モニタ画面の実施例写真
【図９】本発明の他の実施例の説明正面図。
【図１０】比色部を撮影可能な色判定ボックスの説明側面図
【図１１】図１０の上部位置７４で撮影用スマホによる比色部の拡大撮影状態を示す正面
図。
【図１２】ＪＩＳ工業製品色の標準値および許容範囲色の表示例の図に代えた写真。
【図１３】タブレット用アプリで撮影画像をモニタ発色部に隣接表示して比色可能にする
実施例の図に代えた写真。
【図１４】図に代えた撮影画像写真
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　スマホ、タブレット等にＣＩＥ　ＸＹＺ表色法による色計算法により、ＣＭＹ混合色を
はじめ無数のデジタル色標準を発色させ、該色標準と比色、等色させて光の色および物体
色の三刺激値（ＸＹＺ）、および色度（ｘ、ｙ）値等を検出できる視感（目視）色判定法
において、ＣＭＹ段階モード以外に、ｘｙＹモード、Ｌａｂモード、ＨＶ／Ｃモード等の
変換入力が可能で、光電式色温度計、分光測色値、標準色票等と整合性を有するスマホ、
タブレット端末を、
【００３３】
１）比色アダプターに装着し、その上面にもたらした二つの比色マスクの一方に該スマホ
のデジタル色標準発色部を発色させ、他方の孔からくる物体色からの反射光の両者を等色
させ、光源色の場合はアダプターの後部に明度（Ｙ）だけを段階的に減光させる何段階か
の無彩色濃度フィルターをもたらした入射光量調整用の光拡散部材を用いて入射光量を調
整して判定することにより、
【００３４】
　２）厳密な物体色判定では、Ｄ６５、Ｄ５０等の色評価用蛍光灯、ＬＥＤ照明（ランプ
）等を、携帯可能な工具箱状ケースの中皿（中蓋）にもたらし、使用時はこれを本体の蓋
部（ケースカバー）部に固定しランプが底箱上の原稿台の測色部を約４５度の角度で照明
するようにし、該測色部上方位置にスマホカメラ設置部をもうけ、目視判定とともにその
等色状態、計算数値を記録可能にし、原稿台上に白色反射板と半透明の透過原稿保持板を
もたらして同じ照明状態で透過色判定が可能な透過原稿ユニットを用いることによって、
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【００３５】
　従来視感判定が困難、もしくは不能であった高彩度色を含むあらゆる光と色の色情報を
視感とカメラ判定で主観的、また客観的厳密にＣＩＥ　ＸＹＺ表色法による光源色および
物体色の三刺激値（ＸＹＺ）、および色度（ｘ、ｙ）等の数値化をより容易、迅速、高精
度にに可能にする。
【実施例】
【００３６】
　図１は、本発明のスマホ用アプリを端末で開いたときの図に代えた写真による実施例の
正面説明図であり、Ａ図はｘｙＹ入力モードにより入力し、Ｂ図はＣＭＹＮモード、Ｃ図
はＬａｂモードに変換したモニタ画面の状態を示し、１はモニタ発色部であり、各入力値
に応じＣＩＥ表色系のＸＹＺ法により色計算された数値が５に示されるとともにその数値
に対応するＲＧＢ色がデジタル標準として発色する。Ａ図では、９の光源ボタンはＣ光源
、８はＲ（反射色）にして、１０の色記号モードの中からｘｙＹモードを選び、６のスラ
イダーによりｘ＝０．４５８、ｙ＝０．４２３になるよう７のアップダウンキーで入力調
整したもので、数値表示部にはそのｘｙセット値以外に、ＸＹＺ以下、Ｌａｂ、λ（主波
長）、ｐ（刺戟純度）、Ｔ（色温度ｋ）ｋ、ＨＶ／Ｃ（色相、明度、彩度）値等が表示さ
れている。
【００３７】
　この場合の入力したｘ＝０．４５８、ｙ＝０．４２３は、実は居間の電球色照明を代表
的色温度計（Ｍ社製）を用いて測定して得た値であり、その値がどのように計算されるか
を本発明で実証してみたＴ（色温度ｋ）の検証結果である。その結果は、モニタに表示さ
れたＴ値５ｂをみると、Ｍ社色温度計の測定値Ｔ＝２８５８ｋとほとんど同じであった。
【００３８】
　同Ｂ図はＡ図の状態のまま入力モードをＣＭＹＮモードに、同Ｃ図はＬａｂモードに切
り換えた状態であり、とくに、有害分高吸収のない理想のブロック型仮想分光分布による
色計算とその発色は、図６にも示されるように、減法混色範囲をはるかに超え、ＲＧＢ混
色に近い広い色空間での従来できなかった厳密な色取り扱いが可能になる。
　したがって、いずれの入力法でも正しい計算値と正しい発色が得られることが証明され
る。たとえば、Ｌａｂ入力ではＬ＝８２．２、ａ＝１４．２、ｂ＝６４．２の入力でｘ＝
０．４５８、ｙ＝０．４２３と同じ計算色と同じ正しい発色が得られ、本発明ではこのよ
うな厳密な色空間の変換が自在に可能になることを意味し、この機能によりほとんど全て
の色記号からの数値変換と色視覚化（目視化、顕色化）が可能になることが証明される。
　なお、４ｂはオプション呼び出しボタンであり、ここには分光曲線、色度図、色温度軌
跡、各種の参考用、照明用の標準光源が収納され、その呼び出しが可能になる。
【００３９】
　図２は比色マスクを有する比色用モニタホルダーの実施例の正面図であり、Ａはモニタ
装着部と比色窓を有するホルダー本体、Ｂは入射光量可変拡散板を示す。
　この実施例では、モニタ端末を１４に装着し、比色用孔１２を被測定色に向け、その被
測定色に対して、比色孔１３から見えるモニタ発色部１５の色が等色するよう調整するこ
とにより、展覧会場の絵、ショウケース内の物品の色、教会のステンドグラス、あるいは
青空、夕焼けといった空間色を含む、モニタ色に隣接できない離れた位置にある多く物体
色の色数値化が可能になる。
【００４０】
　色温度判定など光源色判定の場合は、Ｂ図の白色拡散板を併用する。この白色拡散板１
７には、１９にはＮＤ（濃度）１．０フィルター、２０にはＮＤ１．５フィルター、２１
にはＮＤ２．０フィルターが装着されており、したがってその順序で入射光が無色濃度の
フィルターによって色度を変えずに減光するので、光源の明るさに応じ各部を選択試用す
ることにより、ローソクの光から、強烈な太陽直射光までを包括して比色、等色を可能に
し、図５に示されるように高精度色温度計に準じる厳密な測色値を得ることが可能になる
。
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　なお、この構造では比色窓が離れているが、プリズム等で隣接させ境界線なしに判定可
能にするアダプターを比色マスク部にもたらすして厳密測定を可能にできる。
【００４１】
　（人工光による厳密な反射、透過判定を可能にするライトボックス）
　本発明において反射色、透過色を含み厳密な色判定をするためには、目的に応じた機能
をもつ照明装置が必要になる。装置なしには安定した厳密測定が極めて困難になるからで
ある。
　その基本条件は、１）Ｄ６５といった標準光源を、２）原稿台に対し４５度方向から照
射、真上から原稿台で試料とモニタの等色状態を目視でき、３）同時的に撮影記録でき、
携帯容易な構成のものである。
【００４２】
　図３は、携帯可能な色判定用ライトボックスで図Ａは長辺側面図、Ｂは短辺側面図であ
り、外形はツールボックス状で、２２の底箱に収納されている中皿部２５にＤ６５等の標
準ランプ２６内蔵され、図４のように、中皿部２５を反転させ蓋部２３の２７に装着して
固定し、（図示せざる２５の左右を支える遮光を兼ねた側板をもたらして安定させ）、そ
の上部から目視判定し同時にもう一台のスマホ２９で，等色状態の撮影を可能にしている
。２８はその台板（カメラ用ボード）、３１は原稿台３０の上にある測色用スマホであり
、図示せざる被測定試料は２６のランプからおよそ４５度の角度で照明されるので、表面
反射のない、ＪＩＳに準じた判定が可能な照明状態となる。
【００４３】
　その場合、特記すべきことは、原稿台３０上の４５度照明を受ける被測色部分はその明
るさがランプとの距離の自乗に比例して増減するので、測色用モニタ３１を前後させると
隣接させる被測色試料の明るさがその前後移動に応じて微妙に変化する。いいかえれば、
この実施例では、発色部１の４による明度調整に加え、そのモニタの微妙な前後移動操作
によって、図７に示すような、非常に厳密な等色状態をつくりその記録が容易に達成可能
になる。
【００４４】
　図４Ｂは　同ライトボックスで透過原稿判定をおこなう場合の状態を示す側面図であり
、この場合は同一Ｄ６５光源からの光を３２の白色反射板で反射させ、半透明透過原稿保
持板に透過原稿（透過色試料）をもたらし、同一色質光による透過色の正しい視覚色判定
が可能にし、透過原稿と反射原稿の厳密比較が可能になり、印刷実務ほかのあらゆる色管
理に大いに役立て得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
（製品の色管理と色表示）
　製品の色管理がスマホ、タブレット端末で、厳密に可能になる。
　同様に、このデジタル時代においては、たとえばネットショプで購入した物品の色につ
いてのトラブルは避けられない状態にある。これまでの色名ではあまりに大雑把であいま
いだからであるが、本発明ではネット広告に正しいｘｙＹによる色記号を用いれば、携帯
でその正しい色を知ることができ、ユーザーもメーカーも容易に色検証ができない現状を
改善し、色トラブルを激減させるという大きな効果を生む。
（色間違いの防止）
　なお画面にあるＯＰボタン４ｂには、Ａ光源、Ｃ光源をはじめＤ６５、Ｄ５０、Ｆ８、
各種の標準光源と等しい面光源を内蔵させてあり、照明を切り換えて色を正しく検証がで
き、色確認ができるので、帰宅してはじめて色が希望のものと違うことに気がつくといっ
たことが防止可能になる。
【００４６】
（液体の色数値化）
　また、これまでは、確実な数値化と逆検索ができず、色検証が正確にできなかった分野
は色覚問題の検証のように、科学的検証によってあらゆる分野でのレベルの高い取り扱い
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と操作が実現する。ローソクやガスコンロの炎などの炎色など、また食品、燃料、アルコ
ール、ワイン、ジュースなどの液体色も透過色同様、測定用の定量式透明容器で数値化す
ることにより、ＪＩＳに準拠した、厳密な数値化と色管理が可能になる。
【００４７】
　産業上の利用可能性は色のあるところすべて無限にあり、これまでにつくられた分野ご
と、肌色スケールをはじめ、マグロの大トロ、中トロ、赤みなどのスケールなどもこの原
理を用いて、光源別、また光源付きスケールとして製作可能になる。それらは、このモニ
タ画面にある４ｂのＯＰ（オプション）メニューの中に内蔵させることも可能になる。
【００４８】
（色彩教育）
　色混合についてすら論理的に明快にされていない、現状の遅れた色彩教育の改革ができ
る。
　現状ではＣＩＥのｘｙが何を意味するのかは、理学系、工学系でもよく理解できていな
いが、本発明アプリによれば、Ｃ正表色法もわかりやすく、理解容易となり、色彩学の理
解が格段に改善される機能をもっている。
【００４９】
　図８は、ｉＰａｄのような大型タブレットの場合の図に代え写真で示した一実施例であ
る。
この場合は各色の分光（ブロック）グラフ５８と同時に、そのｘ、ｙ値のＣＩＥ色度図上
の位置が表示され、各透過・反射、光源ボタン操作により、分光カーブと色度点の連続的
変化をみることで、これまで不明の各色特性が非常にわかりやすく理解可能になる。
【００５０】
　たとえば、図８の状態において、ｙ値を下げていくと、ＲＧＢバーのＧが下がり、ＲＢ
バーが上昇してバーの高さが反転するとともに、数値部の表示値と連動して色度図上の色
度点が下がるとともに、発色部１の視覚色がマゼンタに変化し、白色点位置（無色位置）
においてｘ値を左右に振るとＢＧとＲ方向に、色が移行する様を動画を見るように連続的
な主波長（λ）、刺戟純度（Ｐ）の数値変化、色変化を知することが可能になり、ＣＩＥ
表色法が俄然身近となり理解に大きく役立てることができる。
【００５１】
　本発明は、色彩教育に限らず、このＣＩＥ表色法を数学や物理の授業に導入すれば、感
覚でもある色を計算し数値化しそれを実証できる本発明によって、ものごとはよく考えれ
ば、数学的、物理的に科学的解決法が見出されるものであるその一例として、左脳と右脳
をドッキングさせて、単に知識伝達でない、考え、応用する学習として授業に役立てる、
新しい教育の改革に役立てることが可能になろう。
【００５２】
　たとえば、分光透過率が明確な色フィルターを手に、そのカタログ数値をＣＩＥ色計算
法で電卓計算してＸＹＺから色ｘｙＹ値を得て、それを本発明のモニタ画面に打ち込み、
白色部３に現物フィルターを置いて発色部１と見比べる。ほとんどぴたりと色が合致する
驚きと感動を、生徒、学生だけでなく、先生にも人生に一度は体験させたいものである。
そして、その計算法は何と１９３１年生まれ、今から８３年前、本発明によってその計算
法の正しさが実証されたその基本計算法を、電卓もなしに編み出した先達の名を挙げて顕
彰してほしい。そういう、数値と感覚である色とがある整合性をもってことを、実地に体
験させることができるのが本発明の教育上のきわめて大きな効果の一つであろう。
【００５３】
　このアプリの普及によれば、国の色彩科学レベルはどの国にも負けない世界最強レベル
となる。色は文化のバロメータといわれる。色彩文化と色彩科学の力は日本が尊敬される
先進国とできる国益的効果を生じさせるだけでなく、どこにもって行っても全地球上の全
ての国で重用されよう。したがって、それは、全世界に向けての日本産初の最先端色彩学
ツールとして、その産業化による国の繁栄と経済発展も大いに期待可能になる。
【００５４】
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　以下に追加実施例とその説明をおこなう。
　図９は本発明による他の比色装置の実施例である。この比色装置はモニタ保持部と比色
用素通し孔６２をもつ本体底板本体６１に、光量調節用コントロラー６６により無段階に
調光可能な演色性のよいＬＥＤ光源６４がヒートシンク（アルミ放熱体）に接着されてお
り、６２位置に置いた被測定色とモニタ発色部を光量調節用コントロラーの無段階調光に
より点線で示された比色マスクで比色、等色を可能にし、ほぼあらあゆる物体反射色のＸ
ＹＺ計算値からの数値化、また逆検索色の検出が可能になる。
【００５５】
　図１０は比色部を撮影可能にした色判定ボックスであり、ボックスはたとえば携帯用ト
ランクボックスの台板７６上に、コの字型を形成する側壁６９、７０、７１、および撮影
用スマホ装着部７４と中央位置に天板の観察兼撮影用孔７３をもつ天板７２によって組み
立て可能に構成されている。
【００５６】
　その使用においては、前記比色装置本体６１の下部をモニタ位置に約４５度で傾斜させ
上部を右側側壁にもたせかけてセットし、端末モニタ６７のアプリ発色部６８を発色させ
、そこに被測色体７５を隣接させ、その比色状態を天板７２の孔７３からと観察可能にし
、その状態を上部の撮影用スマホカメラ等で撮影可能となる。
　この場合のキャリブレーションは、光源の明るさは光量調節用コントロラー６６によっ
て無段階調整でき、従来のようには光源の位置、照射距離を変化させることなく、同時に
これまで必要であったモニタ本体の「設定」による明るさ調整の必要がなく、迅速容易な
比色操作が可能になる。
【００５７】
　図１１は、ボックスの上部７４位置から撮影用スマホで比色部を拡大した場合の比色部
の状態を示す。このように視感による観察に加えスマホの自由な拡大、撮影記録により容
易、確実な等色判定が可能になる。そして等色したときは被測色体７５、モニタ発色部６
８はほとんど一色に一体化して見えるように、この方法では、ほぼ完全等色させて判定が
可能になる。
【００５８】
　従来の色票による完全等色は、色票の数しかない。つまり、その数はおよそ３０００色
が限界であり、そのことは、現状では厳密判定可能色は３０００色／７５０万色となり、
任意色ので厳密判定は困難というより不能に近い。しかし、このデジタル色標準では１６
７０万色の発色が可能になり、したがって視覚可能色とされる７５０万色すべて等色判定
できない色はほとんどない、ということができる。
【００５９】
　つまり、ここでは、演色性の優れたＤ６５ＬＥＤ光源の使用により、任意の標準色票を
７５位置におき、その色票のＨＶ／Ｃ値をモニタに入力して両者が等色するようコントロ
ラー６６で一度微調整するだけで容易にキャリブレーションが完了し、その後、標準色票
すべてはそのＨＶ／Ｃ値入力で違和感なく等色する。ということは、この完全等色法にお
いてはあらゆる被測定色のきわめて厳密な数値化と検証が可能になるということである。
【００６０】
　たとえば、厳密に規定されるＪＩＳの工業製品色にも十二分に対応が可能になる。
　　図１２は　ＪＩＳ工業製品色の標準値および許容範囲色の表示例の図に代えた写真で
あり、ここのにおいては、水彩絵の具、（こうばいいろ（±１．５Ｈ）および　７９、８
０、８１にきみどりの（±１．０Ｈ）の色相の標準値と許容範囲値例）が上記比色ボック
スを用いて比色すれば、その絵の具製品がＪＩＳに適合するか否かをカメラ検証により容
易、安価確実に客観検証が可能になる。
　そして繰り返しになるが、この方法によれば、同時に、視感等色値とカメラ等色値の相
違から、観測者のＣＩＥ標準との色覚差を厳密に見出すことが可能になる。
【００６１】
　そして、高度に発達したスマホ端末機能とそのアプリケーションによれば、上記スマホ
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アプリにおいて更なる大きな展開が可能になる。
　図１３はタブレットの基本モード（図８参照）の右上部に各種ボタンをもうけた実施例
であり、そのカメラ撮影ボタン８５を押せばタブレット本体同様の撮影画面となり、カメ
ラレンズに白色拡散板を用いて光源を撮影すれば、ホワイトバランス（グレイバランス）
機能を解除することによりリバーサルカラーフィルム同様の発色像を発色させ、自動的に
色温度Ｔを検出可能になる。
【００６２】
　また物体色の場合は、演色性のよいＬＥＤ光源を用いた上記色判定ボックスで撮影すれ
ば、撮影画面８９が発色部に隣接する図８の３と同じ白色部（透過色判定位置）の画像位
置８４に呼び出すことが可能になる。その際、被測定色の背景や側辺に撮影画像の調整基
準として、たとえば標準白色板、グレイスケール段階等用いて写し込み、たとえば２０％
グレイカード部分がその濃度を約０．７（反射率Ｙ＝約２０％）になるよう調整すること
によって得られる正しい被測定色の再現画像をソフトで解析し、そのＸＹＺ値、ＲＧＢ値
と等色する色をモニタ発色部に呼び出すことにより、自動的または半自動的にその色と色
度情報をモニタ画面に自動表示することが可能になる。そのソフトによる比色等色法によ
り、手動比色調整の必要はなくなる。
　なお、この自動等色法、自動色再現法と呼べる自動色数値検出機能は、スマホ、タブレ
ット以外の通常デジタルカメラの色再現法及び色数値検出法として適用することができる
。
【００６３】
　また図１０における下部スマホ６７で被測定色を等色させた状態を７４位置の上部スマ
ホで撮影する場合は、上部スマホの該自動等色させた撮影画像情報を下部スマホに有線ま
たは無線で転送し、転送された画像を下部スマホのソフトで解析して被測定色と等色する
その色と色度情報をモニタ画面に表示すれば、やはり手動調整なしに自動測色もしくは半
自動調整で、その等色状態を検証可能になる。場合によって完全等色しない場合は手動で
微調整することもできる。
　本発明は以上の自動等色法によれば、それ以前に必要であったやっかいな視感比色操作
がほとんど不要となり、その画期的な機能によれば調色経験がない者でも色数値化と目視
色検証が容易に可能になるという機能が加わり、その選択使用も可能になる。
【００６４】
　以上のべたように、従来の色測定法では、光と色すべて、つまり光色、物体色、透過色
、色覚特性の判定にはそれぞれに高価な測定機器を必要とし、とりわけ物体色の視感厳密
検証は色票の数だけ僅か３０００色／７５０万色しかなくそれ以外は光電計器による数値
検出のみ。ということは、目視厳密検証はほとんどできない状態にあるといってよい。だ
から、測定した数値が正しいかどうかの検証もほとんどできないでいるその表測色法と比
色法の現状を、本発明は７５０万色超のデジタル色標準と、視感とカメラによる拡大比色
、および自動等色による厳密色数値化と、測定ずみ数値の正誤等を明確に検証可能にし＜
数値が合えば色も合い、色が合えば数値も合う＞完全色彩計測化、完全色検証化による矛
盾のない目視色検証の実現によって、従来できなかったＪＩＳ工業製品色の目視比色検証
をはじめ全産業界のあらゆる表測色、調色、色指定などの色彩実務と、色管理、また減法
混色やＣＩＥ表色系の理解がほとんど欠如し時代に立ち遅れている色彩教育の改善ほか、
あらゆる分野での未解決色問題を明快に解決可能な、世界の色彩学と色彩工学を根本改革
する革命的総合色彩システムであることがここに実証可能になる。
【符号の説明】
【００６５】
１　発色部
２　較正用発色部の明度表示値
３　白色部（透過色判定位置）
４　発色部の明度調整ボタン
４ｂ　オプション（分光曲線、色度図、色温度軌跡、標準光源の呼び出し）ボタン
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５　色記号表示位置にあるｘｙ値
６　ｘｙＹ値調整スライダー
７　同アップダウンキー
８　透過色Ｔと反射色Ｒの切換ボタン
９　標準光源切換ボタン
１０　色記号モード切換ボタン
１０ｂ　ＣＭＹＮモードボタン
１０ｃ　Ｌａｂモード切換ボタン
１１　比色マスク
１２　入射光用比色孔
１３　モニタ側比色孔
１４　スマホ端末本体位置
１５　モニタ発色部位置
１６　本体ホルダー部
１７　白色拡散板
１８　白色拡散板部分
１９　ＮＤ１．０フィルター部
２０　ＮＤ１．５フィルター部
２１　ＮＤ２．０フィルター部
２２　携帯可能なライトボックスの底箱
２３　蓋部
２４　把手部
２５　中皿部
２６　標準ランプ
２７　蓋部と中皿固定部
２８　カメラ用ボード
２９　カメラ（（撮影用スマホ）
３０　原稿台
３１　測色用スマホ
３２　白色反射板
３３　半透明透過原稿保持板
３４　透過色試料
３５　カラーメータによる測定色温度表示値
３６　モニタ入力ｘｙ値
３７　色温度Ｔ値表示部
３８　モニタ入力ｘｙ値
３９　色温度Ｔ値表示部
４０　モニタ入力ｘｙ値
４１　色温度Ｔ値表示部
４２　モニタ入力ｘｙ値
４３　色温度Ｔ値表示部
４４　ＣＩＥ色度図上の各色の位置
４５　フィルターのカタログ表示データ
４６　モニタ表示値
４７　カタログ値とモニタ表示値の比較
４８　モニタ発色
４９　モニタ白色部上のフィルター色
５０　スマホ端末本体
５１　モニタ発色
５２　マンセル色票１０ＹＲ
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５３　ＨＶ／Ｃ値表示部
５４　ＨＶ／Ｃ入力調整部
５５　マンセル色票７．５Ｒと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５６　マンセル色票１０ＢＧと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５７　マンセル色票１０ＧＹと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５８　表示色の分光（ブロック）グラフ
５９　ＣＩＥ色度図
６０　表示色の色度図上の位置
７６　こうばいいろの－１．５Ｈ
７７　〃　標準
７８　〃　＋１．５Ｈ
７９　きみどりの－１Ｈ
８０　〃　標準
８１　〃　＋１Ｈ
８２　アプリの操作画面
８３　発色部
８４　撮影画像表示部
８５　カメラ撮影ボタン
８６　セーブボタン
８７　クリアボタン
８８　色計算ボタン
８９　図に代えた撮影画像の写真。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図４Ｂ】

【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】

【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月26日(2015.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　スマホ、タブレット等にＣＩＥ　ＸＹＺ表色系の色計算法により、ＣＭＹ混合色をはじ
め無数のデジタル色標準をモニタ画面に発色させ、該色標準と任意の被測定色と視感等色
して光色および物体色の三刺激値（ＸＹＺ）、色度（ｘ、ｙ）値等を検出可能にする視感
（目視）色判定法において、ＣＭＹ段階入力モード以外に、無段階的に変化可能にしたＣ
ＭＹＮ入力モードおよびｘｙＹモード、Ｌａｂモード、ＨＶ／Ｃモード等の入力と色温度
ｋ値を自動表示可能とするとともに、
　１）光色判定では、該スマホ端末（以下スマホ）を装着した比色用ホルダーの比色マス
クの一方に該スマホのデジタル色標準発色部を発色させ、他方の孔に、光源色光の場合は
ホルダー後部の無彩色濃度フィルターを有する光拡散部材で光量調節をおこなって両者を
比色することにより、光色の色温度Ｔ値を視感検出可能にし、
　２）物体色判定において大型色評価用蛍光灯（蛍光ランプ）を用いる場合は、大型の用
具収納用ボックス内の中皿（中蓋）等に色評価用蛍光灯（蛍光ランプ）および撮影用スマ
ホを装着可能とし、
　またＬＥＤ光源を用いる場合は、放熱用ヒートシンクに接着したＬＥＤ光源を無段階に
調光可能として、該モニタ色と被測定色を比色マスクを用いて等色可能とする比色アダプ
ター（比色装置）により任意色を判定可能にするとともに、該比色アダプターを小型収納
用ボックス内で組み立てて４５度照明を可能にした測色空間において、
　いずれも該光源で較正をおこなうとき、標準色票と該色票値をセットした発色部が調光
調整だけでは等色せず色相ズレが生じる場合は、そこに生じる等色誤差（色ズレのプラマ
イ値）をもって検出値を修正して適正測定値を求め、あるいは、光源側にその色ズレを防
止する適切な補正フィルターを用いて等色させた条件で被測定色と完全等色させ、
　上方から目視比色判定とともにその等色状態をもう一台のスマホカメラで拡大撮影を可
能にすることによって、
　３）あるいは、上記方法（手動等色法）に対する自動等色法として、該撮影用スマホカ
メラソフトの基本画面にカメラ撮影ボタンをもうけて通常撮影画面同様に撮影可能とし、
　カメラレンズに白色拡散板を用いて光源を撮影すれば、通常は働くホワイトバランス（
グレイバランス）機構を解除することによりリバーサルカラーフィルム同様の発色像を発
色させ自動的に色温度Ｔを検出可能にし、
　物体色判定では、たとえば１８％グレイカードを背景に撮影したときはその濃度が約０
．７（反射率Ｙ＝約２０％）に調整したときに得られる正しい被測定色を解析してそのＸ
ＹＺ値、ＲＧＢ値等と等色する色をモニタ発色部に自動的に呼び出し、手動調整操作なし
にその色と色情報をモニタ画面上に自動表示可能にすることによって、
　４）またあるいは、色判定ボックスの該上部スマホで撮影した画像情報を下部スマホに
有線または無線で転送し下部スマホ内のソフトで転送されたその画像を解析して被測定色
と等色させてその色と色度情報をモニタ画面上に表示させることによって、手動調整なく
自動等色を可能にすることによって、
　従来、視感判定が困難もしくは不能であった高彩度色を含むあらゆる光と色の色情報を
該デジタル色標準との完全等色による厳密色数値化を視感とカメラ判定で可能とし、逆検
索によれば任意色数値（色記号）をきわめて厳密に目視化（視覚化、顕色化、色彩化）す
ることによって、色数値が正しい色を示しているかどうか、その正誤等を客観判定で厳密
に検証可能にすることを特徴とした、視感色数値化と色記号の視感色検証を可能にする総
合色システム。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　その数値と発色との整合性は、たとえば反射色のＨＶ／Ｃ検索モードでも証明可能にな
る。
　図７は、図４のライトボックスを用いＤ６５照明において、モニタ発色部のＹを併置さ
せた無彩色の反射率と等しくなるように厳密に本体較正（キャリブレーション）した後、
スマホ本体５０のモニタ発色部５１に実物のマンセル色票片を隣接させ、マンセル色票の
裏に印刷されているマンセル記号のＨＶ／Ｃ、５３では１０ＹＲ　８／１４、５５では７
．５Ｒ　５／１６、５６では１０ＢＧ　７／８，１０ＧＹ６／１２をＨＶ／Ｃ入力スライ
ダー５４により入力したもので、図に代えた写真が示すように、光源はＤ６５においてＣ
光源モードでありながらその発色は色票と驚くほど一致する。このように反射色の場合も
その等色状態は驚異的整合性を示し、いかに正確な色数値化と色検証が可能になるかがわ
かる。
　なお、較正時に、演色性の優れた光源で、任意測定色に近似する標準色票を較正基準と
して用いて厳密に等色させれば、ほとんどの場合に等色するが、ごく僅かな色相（Ｈ）ズ
レが生じる場合もあるが、その場合は、そのまま等色させて当然生じる標準との等色誤差
（色ズレのプラマイ値））を見出して数値修正（たとえば５Ｙ色票が＋２の７Ｙで等色す
る場合は測定Ｙ値から２をマイナス）すれば適正測定値を求めことができ、あるいは光源
側に（その色ズレがＧ方向であれば１０Ｍといった）色ズレとは補色系の補正フィルター
を用いて等色させることによって、これまで史上、まったく不可能であった、視感弁別可
能７５０万全色の完全等色による厳密色数値化と色検証化を可能にする。
【手続補正書】
【提出日】平成27年11月12日(2015.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　スマホ、タブレット等にＣＩＥ　ＸＹＺ表色系の色計算法により、ＣＭＹ混合色をはじ
め無数のデジタル色標準をモニタ色として画面に発色させ、該モニタ色標準と任意の被測
定色とを視感等色して光色および物体色の三刺激値（ＸＹＺ）、色度（ｘ、ｙ）値等を検
出可能にする視感（目視）色判定法において、
　１）ＣＭＹ段階入力モード以外に、無段階的に変化可能にしたＣＭＹＮ入力モードおよ
びｘｙＹモード、Ｌａｂモード、ＨＶ／Ｃモード等の入力と色温度ｋ値を自動表示可能と
するとともに、
　２）光色判定においては、該スマホ端末（以下スマホ）を装着した比色用ホルダーの比
色マスクの一方に該スマホのデジタル色標準発色部を発色させ、他方の孔に、光源色光の
場合はホルダー後部の無彩色濃度フィルターを有する光拡散部材で光量調節をおこなって
両者を比色することにより、光色の色温度Ｔ値を視感検出可能にし、
　３）物体色判定においては、大型色評価用蛍光灯（蛍光ランプ）を用いる場合は、大型
の用具収納用ボックス内の中皿（中蓋）等に該色評価用蛍光灯および撮影用スマホを装着
し、
　ＬＥＤ光源付きアダプターの場合は、放熱用ヒートシンクに接着したＬＥＤ光源を無段
階に調光可能とし、該モニタ色と被測定色を比色マスクを用いて等色可能とするとともに
、該アダプターを小型収納用ボックス内で４５度照明を可能にした測色空間において、
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　較正をおこなうときは、標準色票と該色票と同値にセットしたモニタ発色部を隣接させ
て等色を可能にした状態で測色し、
　調光調整だけでは等色せず色相ズレが生じる場合は、そこに生じる等色誤差（色ズレの
プラマイ値）をもって検出値を修正し、あるいは、光源側にその色ズレ防止用の適切な補
正フィルターを用いて等色させた条件で被測定色との厳密測色を、
　４）該測定色体と該デジタル色標準の発色部をカメラ拡大し撮影カメラ画像部に比色マ
スクを用い、あるいはが発色部にオーバーラップするよう位置させて完全等色（両色が一
色に溶け込んで見える状態）を可能にすることによって、ゴマ粒のようなミリ単位の物体
もカレー粉のような粉末物質の、
　５）やはり色票がないために判定不能であった薔薇やシクラメン、三色すみれの花びら
といった従来不能であった色数値検出と同時に物質のサイズ、形状、表面特性、透過特性
、半透過特性を含む鑑識結果というべき画像記録を可能とし、
　６）その等色状態を上方から目視とともにもう一台のＣＩＥ標準観測者と同じ色感特性
をもつスマホカメラで撮影記録することによって得られる眼とカメラと眼の等色値差の相
違から従来容易には判明しない眼の色感特性（色覚）を容易に判定可能にし、観測者が標
準観測者であるかどうか、相違がある場合はどの色の方向にどの程度あるかを知ることに
よって、
　７）あるいは、上記方法（手動等色法）に対する自動等色法として、該スマホカメラソ
フトの基本画面にカメラ撮影ボタンをもうけて通常撮影画面同様に撮影しこれを発色部に
色記号とともに発色可能とし、
　８）カメラレンズに白色拡散板を用いて光源を撮影すれば、通常は働くホワイトバラン
ス（グレイバランス）機構を解除することによりリバーサルカラーフィルム同様の発色像
をモニタに発色させ自動的に色温度Ｔを検出可能にし、
　９）たとえば１８％グレイカードを背景に撮影したときはその濃度が約０．７（反射率
Ｙ＝約２０％）に調整したときに得られる正しい被測定色を解析してそのＸＹＺ値、ＲＧ
Ｂ値等と等色する色をモニタ発色部に自動的に呼び出し、手動調整なしにその色と色情報
をモニタ画面上に自動表示可能にすることによって、
　１０）また、色判定ボックスの該上部スマホで撮影した画像情報を下部スマホに有線ま
たは無線で転送し下部スマホ内のソフトで転送されたその画像を解析して被測定色と等色
させてその色と色度情報をモニタ画面上に表示させることによって、手動調整なく自動等
色を可能にすることにより、
　そして、逆検索によれば任意色数値（色記号）をきわめて厳密に目視化（視覚化、顕色
化、色彩化）可能にして、表示色数値が正しい色を呈しているかどうか測色精度等の検証
を可能にすることによって、あらゆる光と透過色を含むあらゆ物体色、色覚特性を含む総
合的色検証を可能にしたことを特徴とする、視感色数値化と色記号の視感色検証を可能に
する総合色システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　その数値と発色との整合性は、たとえば反射色のＨＶ／Ｃ検索モードでも証明可能にな
る。
　図７は、図４のライトボックスを用いＤ６５照明において、モニタ発色部のＹを併置さ
せた無彩色の反射率と等しくなるように厳密に本体較正（キャリブレーション）した後、
スマホ本体５０のモニタ発色部５１に実物のマンセル色票片を隣接させ、マンセル色票の
裏に印刷されているマンセル記号のＨＶ／Ｃ、５３では１０ＹＲ８／１４、５５では７．
５Ｒ５／１６、５６では１０ＢＧ７／８，１０ＧＹ６／１２をＨＶ／Ｃ入力スライダー５
４により入力したもので、図に代えた写真が示すように、光源はＤ６５においてＣ光源モ
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ードでありながらその発色は色票と驚くほど一致する。このように反射色の場合もその等
色状態は驚異的整合性を示し、いかに正確な色数値化と色検証が可能になるかがわかる。
　なお、較正時に、演色性の優れた光源で、任意測定色に近似する標準色票を較正基準と
して用いて厳密に等色させれば、ほとんどの場合に等色するが、ごく僅かな色相（Ｈ）ズ
レが生じる場合もあるが、その場合は、そのまま等色させて当然生じる標準との等色誤差
（色ズレのプラマイ値））を見出して数値修正（たとえば５Ｙ色票が＋２の７Ｙで等色す
る場合は測定Ｙ値から２をマイナス）すれば適正測定値を求めことができ、あるいは光源
側に（その色ズレがＧ方向であれば１０Ｍといった）色ズレとは補色系の補正フィルター
を用いて等色させることによって、これまで史上、まったく不可能であった、視感弁別可
能７５０万全色の完全等色による厳密色数値化と色検証化を可能にする。
　なお、較正では図７のようにモニタ発色部５１に標準色票５２等を隣接させて等色をお
こなう以外、本発明ではカメラのズーミング機能による拡大等色ができる。したがって、
たとえば印刷色判定などでは図１１の７５のように発色部にオーバーラップ、あるいはφ
５にパンチングして完全等色させれば発色部が一様に一色に見えるので等色がきわめて容
易迅速、確実にでき、その発色部をカメラ拡大すればゴマ粒サイズやまたカレー粉やコー
ヒー等の粉末色も容易に等色可能になる。
　そしてその場合、発色部（図７の５１，図８の１）の面積をその右側にある白色部（透
過色判定位置）３をも含めて倍増することができ、あるいはｏｐ（オプション）ボタン切
り換えによってモニタ画面全体を発色部とし、撮影用カメラでその発色のデータ操作を可
能にすることにより、これまでは測れなかったシクラメンや黄色の小さな花ビラなどの高
彩度色も容易に完全等色でき、形状、質感ととともに、ミリ単位の目盛の表示により、被
測定物の正確な大きさも判明し、これまでまさに不能であった被測定物質の色数値化とと
もに画像記録による被測定物の厳密鑑識が可能となる。
　同時に、標準色票にパンチ孔を設け較正操作の効率を向上させることが可能になるとと
もに打ち抜いた、φ５ミリサイズの打ち抜き片を透明フィルムに配して超小型の完全等色
を可能にする安価でコンパクトな画期的標準色票集として供給可能になる。付け加えるな
らば、厳密数値はモニタが計算発色させるので、本発明の場合の較正用色票はＲ、ＹＲ、
Ｙ、ＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、Ｐ、ＲＰの１０色相の高彩度、中彩度色の２０色票で十
分に可視弁別色７５０万に匹敵する無数の完全等色をその較正において可能とし、コンパ
クトな較正用基準で測色が手軽におこなえ、厳密測色の普及化に役立てることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
１　発色部
２　較正用発色部の明度表示値
３　白色部（透過色判定位置）
４　発色部の明度調整ボタン
４ｂ　オプション（分光曲線、色度図、色温度軌跡、標準光源の呼び出し）ボタン
５　色記号表示位置にあるｘｙ値
６　ｘｙＹ値調整スライダー
７　同アップダウンキー
８　透過色Ｔと反射色Ｒの切換ボタン
９　標準光源切換ボタン
１０　色記号モード切換ボタン
１０ｂ　ＣＭＹＮモードボタン
１０ｃ　Ｌａｂモード切換ボタン
１１　比色マスク
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１２　入射光用比色孔
１３　モニタ側比色孔
１４　スマホ端末本体位置
１５　モニタ発色部位置
１６　本体ホルダー部
１７　白色拡散板
１８　白色拡散板部分
１９　ＮＤ１．０フィルター部
２０　ＮＤ１．５フィルター部
２１　ＮＤ２．０フィルター部
２２　携帯可能なライトボックスの底箱
２３　蓋部
２４　把手部
２５　中皿部
２６　標準ランプ
２７　蓋部と中皿固定部
２８　カメラ用ボード
２９　カメラ（（撮影用スマホ）
３０　原稿台
３１　測色用スマホ
３２　白色反射板
３３　半透明透過原稿保持板
３４　透過色試料
３５　カラーメータによる測定色温度表示値
３６　モニタ入力ｘｙ値
３７　色温度Ｔ値表示部
３８　モニタ入力ｘｙ値
３９　色温度Ｔ値表示部
４０　モニタ入力ｘｙ値
４１　色温度Ｔ値表示部
４２　モニタ入力ｘｙ値
４３　色温度Ｔ値表示部
４４　ＣＩＥ色度図上の各色の位置
４５　フィルターのカタログ表示データ
４６　モニタ表示値
４７　カタログ値とモニタ表示値の比較
４８　モニタ発色
４９　モニタ白色部上のフィルター色
５０　スマホ端末本体
５１　モニタ発色
５２　マンセル色票１０ＹＲ
５３　ＨＶ／Ｃ値表示部
５４　ＨＶ／Ｃ入力調整部
５５　マンセル色票７．５Ｒと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５６　マンセル色票１０ＢＧと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５７　マンセル色票１０ＧＹと同ＨＶ／Ｃ値表示部
５８　表示色の分光（ブロック）グラフ
５９　ＣＩＥ色度図
６０　表示色の色度図上の位置
６１　比色装置本体の底板
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６２　素通し孔を
６３　ヒートシンク（アルミ放熱体）
６４　ＬＥＤ発光体
６５　点線で示した二つの素通し孔をもつ着脱自在な比色マスク
６６　光量調節用コントロラー
６７　端末モニタ
６８　モニタ発色部
６９　左側壁板
７０　正面側壁板
７１　右側壁板
７２　天板
７３　天板の観察撮影用孔
７４　撮影用スマホ装着部
７５　被測色体
７６　ボックスの台板
７６　こうばいいろの－１．５Ｈ
７７　〃　標準
７８　〃　＋１．５Ｈ
７９　きみどりの－１Ｈ
８０　〃　標準
８１　〃　＋１Ｈ
８２　アプリの操作画面
８３　発色部
８４　撮影画像表示部
８５　カメラ撮影ボタン
８６　セーブボタン
８７　クリアボタン
８８　色計算ボタン
８９　図に代えた撮影画像の写真
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